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はじめに

わが国は四方を海に囲まれており､魚介類を重要なたんばく源としてきた｡近

年､食の多様化により､これまで輸入されていなかった魚介類の輸入が増加して

いる｡各検疫所においては､輸入魚介類における貝毒 (PSP(麻痩性貝毒)､DSP

(下痢性貝毒))が確認されているが､基準値を超えたものについては食品衛生上

不適格とされ､積み戻しや廃棄､滅却等の措置が講じられている｡また､今後地

球環境の変化により､本来熱帯に生息する底生性渦鞭毛藻が日本沿岸でも大量発

生することにより､これを摂取したアオブダイのみならず､他の魚種においても

パリトキシンを蓄積し､これを食べた人がアオブダイ様食中毒を引き起こす可能

性がある｡また､シガテラ毒産生プランクトンの分布が温帯地域に移行し､宮崎

県や千葉県においても､イシガキダイによるシガテラ中毒が発生している等の知

見がある｡

上記の自然毒以外にも､多様な魚介類が保有する可能性のある自然毒による人

体への被害を未然に防ぐためには､魚介類､特に輸入魚介類の自然毒発生のメカ

ニズムの把握等､科学的リスク評価を実施する必要がある｡

本調査は､以上の背景を踏まえて､フグ毒､シガテラ毒､パリトキシン様毒等

の魚類毒や PSP､DSP､ASP (記憶喪失性貝毒)､NSP (神経性貝毒)等の貝毒

を対象として､その発生メカニズム､抽出･検出方法､汚染実態調査データ等の

科学的知見､各国及び国際機関の報告書､規制情報等を収集 暮整理し､分析し､

ファクトシート等による情報提供や今後のリスク評価に資することを目的として

実施したものである｡

平成19年3月

(樵)三菱総合研究所



｢魚介類の自然毒に関する調査委員会｣メンバー

氏 名 所 属 役 職

委員 荒川 修 長崎大学水産学部 教才受

大島 泰克 東北大学大学院生命科学研究科 教授

塩見 一雄 東京海洋大学 教授

鈴木 敏之 独立行政法人水産総合研究センター 東北区水産研究 主任研究員

所

<オブザーバー>

氏 名 所 属 役 職

内閣府食品安全委員会事務局 梅田 浩史 内閣府食品安全委員会事務局 評価課 課長補佐
菊池 栄作 内閣府食品安全委員会事務局 評価課 プリオン.自 係長

然毒係

遠藤 真理子 内閣府食品安全委員会事務局 評価課 プリオン.自 技術参与

氏 名 所 属 役 職

事務局 内野 尚 (秩)三菱総合研究所 地球環境研究本部 主任研究員

資源循環研究グループ

池田 佳代子 (秩)三菱総合研究所 先端科学研究センター 研究員



略語表

amnesicshe‖fishpoisonlng
azasptracid
brevetoxin

P CodexCommitteeonFishandFisheryProducts口

A

c

AS｡
AZA
m

㌫

‰

D,X

諾

G,X

HPL
欝

朋
JZ
E

MU
NSP
誌

剛
s,x
,,x

㈹

,

clguatOXin
domoicacid

diarrheticshe=fishpoISOnlng
dinophysistoxin
enzyme-一inkedimmunosorbentassay
FoodAgricultureOrganization
gambiertoxin
highperformanceliquidchromatography
lntergovernmentaIOceanographicCommission
Hquidchromatography

S liquidchromatography-MassSpectrometry
Ietha暮dose50
maitotoxin
mouseunit

neurologlCSheHfishpoISOmng
okadaicacid

paralyticshel一fishpoisoning
palytoxin
saxitoxin
tetrodotoxin

WorldHealthOrganization
yessotoxin

記憶喪失性貝中毒
アザスピロ酸中毒(アザスピロ酸)
プレベトキシン
コーデックス委員会 魚類L水産製品部会
シガトキシン(シガテラ毒)
ドゥモイ酸
下痢性員中毒
ディノフイシストキシン
酵素免疫法
国連農業･食糧機関
ガンビエルトキシン(シガトキシンの一種)
高速液体クロマトグラフィー
ユネスコ政府間海洋学委員会
液体クロマトグラフィー
液体クロマトグラフィーー質量分析
半数致死量 50
マイトトキシン
マウスユニット
神経性員中毒
オカダ酸
麻癌性員中毒
パリトキシン
サキシトキシン
テトロドトキシン(フグ毒)
世界保健機関
イェッソトキシン



目 次

はじめに

委員名簿

略語表

1.魚介類の自然毒をめぐる動向-･----･--･

1.1 調査の背景と調査範囲-･-- - -I-I

--･---･1.1

日･.-･--ll.1

1.2 魚介類の自然毒による被害の発生状況と対応状況HH ･-HH 1.4

2.魚介類の自然毒に関する詳細デ-タ日日･-日日-･-･- ･･-･･--,2.1

2.1 魚介類の自然毒に関する文献検索結果･･･- - =--- - -2.1

2.2 魚介類の自然毒に関する基本情報-･.･.日日-･HHHH･･--2.9

3.まとめ日日･･--･-･--･･･- ･-･.-HHHH･- -･日日--i.･3.1

3.1 魚介類の自然毒による被害と対応状況･-･,.A--- -- - ･3.1

3.2 今後の取り組みのあり方･- - -- 日･- ･･-HHHHH･-3.1

<参考資料>

シガテラ魚に関する参考資料



1.魚介類の自然毒をめ ぐる動向

1. 1 調査の背景と調査範囲

(1)調査の背景

わが国は四方を海に囲まれており､魚介類を重要なたんばく源としてきた｡魚

介類は､もともと毒を有するものは少ないが､食物連鎖を介して毒化するものが

少なからず存在するため､そのような自然毒についての対策はわが国の食品安全

の上で非常に重要である｡

自然毒を保有する魚類については､従来からテ トロドトキシンをもつフグを安

全に調理することで利用してきたが､近年､食の多様化により､わが国に魚介類

の輸入が増加することにより､シガテラ等の自然毒による被害の可能性が拡大し

ている｡また､今後地球環境の変化により､本来熱帯に生息する底生性渦鞭毛藻

が日本沿岸でも大量発生することなどにより､わが国においても毒化する魚類の

範囲が拡大することが懸念される｡

一方､貝毒についても､近年世界的に範囲が拡大しており､麻嫁性貝毒 (psp)､

下痢性貝毒 (DSP)をはじめとする貝毒の被害が確認されている｡

(2)調査範囲

以上のことを踏まえて､本調査では､主要な魚介類による食中毒とその原因物

質を対象に､国内外での被害状況､各国での監視 ･規制体制等についての情報収

集を行 うこととした｡調査対象は以下の通りであるO

なお､本報告書では､○○中毒､○○毒という表記を区別して用いる｡その意

味については3ページの囲みを参照されたい｡

◆魚類

･フグ中毒 (テ トロドトキシン)

･シガテラ(シガ トキシン群)

･パリトキシン様毒中毒 (アオブダイ中毒)

◆貝類

･麻嫁性貝中毒 (paralyticshellfishpoisoning)

･ サキシ トキシン群

･下痢性貝中毒 (diarrheticshellfishpoisoning)

･ オカダ酸群 (ディノフイシス トキシン群)

1.1



ペクテノトキシン群

イェッソトキシン群

･記憶喪失性貝中毒 (amnesicshellfishpoisoning)

･ドゥモイ酸群

･神経性貝中毒 (neurologまcshellfishpoisoning)

･プレべ トキシン群

･アザスピロ酸群
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甘魚介類の毒化と中毒､その原因毒との関係鞍

この報告書では､｢毒化｣や ｢○○毒｣､｢○○中毒｣といった用語を用いるが､

混乱を避けるためそれらの関係について整理する｡

魚介類はもともと毒を有するものは少なく､図のように毒物を産生する生物(微

細藻類等)が食物連鎖の過程で捕食されることにより､毒物が魚介類の体内に蓄

積 し､無毒であった捕食生物が毒をもつようになる (毒化)｡毒化 した魚介類は､

適切なモニタリングにより毒物が検出され､出荷停止措置などにより市場に流通

しないよう図られているが､そのまま流通過程に入 り､ヒトが食べると中毒の原

因となる｡この時､中毒の原因となった魚介類の名称を付けて ｢○○中毒｣(例 :

フグ中毒)と呼ぶ｡中毒の原因となる毒物は1種類とは限らず､複数の毒物が原

因になることがある｡フグ中毒であれば､テ トロドトキシンを原因とする中毒が

圧倒的に多いが､海外ではサキシ トキシンによるフグ中毒も知られている｡

また､食中毒の原因となる生物名を頭に付けて ｢○○毒｣のように用いること

もある (例 :フグ毒)｡いわゆるフグ毒は通常テ トロドトキシンを指すが､上述の

通 り､フグ中毒であってもテ トロドトキシン以外の原因もあり得ることに注意す

る必要がある｡また､フグ以外の生物もフグ毒を持つことがあるので､食中毒の

原因生物と毒物との対応には注意する必要がある｡

なお､シガテラは熱帯及び亜熱帯海域における主にサンゴ礁の周辺に生息する

毒魚によって起こる食中毒の総称である｡ したがって､シガテラ中毒とい う表現

は正確ではなく､本報告書では使用しないO-方､シガテラ毒という表現はシガ

テラの原因となる毒物という意味であり､この中にはシガ トキシンなどの毒物が

含まれる｡

､-1ll一一一一一一一一一一一一一一ヽ ′1-I-I-------------′

毒化

食中毒

出荷停止

図 魚介類の毒化 と毒物､中毒の関係
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1.2 魚介類の自然毒による被害の発生状況と対応状況

(1)全般的状況

○フグ中毒

フグ中毒はフグによって起こる中毒の総称で､その原因はいわゆるフグ毒(チ

トロ ドトキシン)が中心だが､一部､麻療性貝毒として知 られるサキシ トキシ

ンも原因になることがある｡

わが国では､従来からフグを食用とする習慣があり､｢ふぐは喰いたし命は惜

しし｣とい う川柳に示されるように､フグ食に伴 う食中毒が常に発生 していた｡

昭和 58年に当時の厚生省がフグの衛生確保に関する通達を出してからは､フグ

中毒の発生件数は減少 したが､依然として毎年中毒事故が発生 している｡

表 1.2-1 フグ中毒の発生状況

発生年 発生件数 (件) 患者数 (人) 死 者 数 (人 )

1965.-1974 741 1,235 502

1975-.1984 341 546 149

1985.-1994 282 443 42

1995.-2004 300 445 30

(出典 :演野朱-､｢食と健康｣2006年 3月号)

フグ中毒は､ 日本のほか､中国､台湾､韓国､東南アジアで報告されてい

る｡欧米ではフグを食べる習慣がほとんどないため､被害は少ないが､サキ

シ トキシンによる中毒が報告されている｡また､ハコフグやバングラデシュ

産淡水フグにより､アオブダイ中毒が発生し､死者も出ている｡

○シガテラ

シガテラciguateraとは､熱帯および亜熱帯海域における主にサンゴ礁の周

辺に生息する魚によって起こる死亡率の低い食中毒の総称である｡シガテラと

い う言葉は､本来カリブ海でシガ ciguaと呼ばれる巻貝 Cl'ttarl'umpIcaに由

来する特徴的な神経や胃腸の異常症状を示す中毒をさすが､その後この名称は

カリブ海でとれる魚による類似の中毒に使用され､現在はより広範囲に用いら

れている｡

世界中では 1年間の篠患者は数万人に上るといわれてお り､有毒種は南北両

回帰線に挟まれた熱帯地方及びこれに隣接 した亜熱帯地方に生息し､その近辺
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で中毒が発生する｡太平洋域ではバラフエダイによる中毒が多く､その他､ド

クウツボによる集団中毒も発生 している｡中南米､北米での被害事例が多い｡

わが国では 1949年の ドクカマスによる中毒例を初めとして､昭和 40年代

以降は沖縄を中心に被害が報告されている｡2002年から2005年の4年間には､

沖縄県で 11件､鹿児島県で1件の食中毒が報告されている｡2006年 6月には､

茨城県神栖市のレス トランで出された魚料理を食べた女性客4名が腹痛や下

痢を訴えた (茨城県生活衛生課)｡この原因はレス トランがフエフキダイとし

て入荷した魚が､実際には外見が似ているバラフエダイで､このバラフエダイ

がシガテラ毒を有していたためと考えられている｡

○アオブダイ中毒 (パ リトキシン様中毒)

わが国ではブダイ科のアオブダイの肝臓摂取による中毒が西 日本を中心に発

生している｡アオブダイ中毒の原因は､パ リトキシン及びその関連化合物と考

えられている｡

○貝毒

･麻痔性貝中毒

麻療性貝中毒 (paralyticshellfishpoisoning,PSP)は麻療性貝毒 (PSP

toxinあるいはparalyticshellfishtoxin,PST)と呼ばれる一群の物質によ

って起きる食中毒の総称である｡麻療性貝毒による貝類の毒化は 20世紀の中

ごろまでは米国､カナダの太平洋､大西洋両岸､ヨーロッパの北部などに限ら

れていた｡わが国においても､麻療性貝毒が確認されたのは戦後になってから

で､1948年 7月に豊橋市で､1961年 5月に大船渡市で､それぞれ死者 1名を

含む 12および 20名の中毒患者を出している｡20世紀後半になると､麻療性貝

毒による貝類の毒化海域は熱帯から南半球に波及 し､世界的な広がりをみせて

いる.70年までは､麻療性貝毒の原因となるAlexaDdrl'um属渦鞭毛藻の発生や､

これを捕食 した貝類の毒化は､ヨーロッパ､北米､日本など温帯域にみられる

現象であった｡ しかし 90年には､麻捧性貝毒による毒化海域は熱帯域でも認

められるようになり､さらに南アフリカ､オース トラリア､ニュージーランド､

インド､タイ､ブルネイ､マレーシアのサバ州､フィリピン､パプアニューギ

ニアや南米のチリ､アルゼンチンにまで広がっている｡熱帯域では､温帯でみ

られる毒化原因プランク トンに加 え､熱帯特有の種類である PyTOdl'Dl'um

bahameDSeVar.COmPreSSumが原因になることが多い0
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フィリピンでは､80年代にマニラ湾で同種の赤潮が頻発して貝類が毒化し､

毒化貝による多くの中毒患者を出した｡その後､同種の発生はフィリピン全域

に広がり､83年から2005年の期間の中毒患者は 124名の死者を含む 2161名に

及ぶことが報告されている｡

このような､麻軽性貝毒による二枚貝の毒化地域の世界的な広がりは社会的

な問題 となっており､その原因としては､研究 ･調査の進展によりこれまで調

査されていなかった海域の調査が進んだこと､有毒プランクトンの人為的な拡

散などがあげられている｡

･下痢性艮中毒､神経性員中毒､その他

貝毒による食中毒は麻療性貝中毒以外にも､下痢性貝中毒､記憶喪失性貝中

毒､神経性貝中毒などが知られている｡

下痢性貝中毒 (diarrheticshellflshpoisoning,DSP)は､下痢性貝毒 (DSP

toxinあるいはdiarrheticshellfishtoxin,DST)と呼ばれる物質群によって

引き起こされる食中毒の総称である｡1976年に三陸海岸のムラサキイガイによ

る食中毒を契機に日本の安元らによって発見され､1980年代にはヨーロッパ各

地の養殖ムラサキイガイ(ムール貝)によって 8000人超の患者が発生している｡

下痢を主症状とし､通常は死亡することはないが､世界各国で発症例がある｡

記憶喪失性貝中毒 (amnesicshellfishpoisoning,ASP)は､ ドゥモイ酸群

によって引き起こされる中毒の総称である｡1987年にカナダ東海岸のプリン

ス ･エ ドワー ド島周辺で発生した養殖ムラサキイガイによる食中毒を契機に発

見された｡当時3名が死亡し､105名の急性患者が発生した｡それ以降も貝の

毒化は世界各地で起こっているが､野生動物を除けば､ヒトの中毒例は報告さ

れていないO

神経性貝中毒 (neurologicshellfishpoisoning,NSP)は､プレべ トキシン

群と呼ばれる構造の類似した化合物群により引き起こされる食中毒の総称であ

る01987年､1996年にアメリカ南部で､1993年にはニュージーランドで神経

性貝毒による症例が報告されている｡食中毒だけでなく､波しぶきやエアロゾ

ルによるヒト-の被害も報告されている｡

日本では､麻軽性貝毒と下痢性貝毒による二枚貝の毒化により､毎年､各地

の貝の出荷が停止される事例が発生している｡平成 18年度だけでも､北海道(ホ
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タテガイ)､宮城県 (ムラサキイガイ､アサリ等)､大分県 (アサリ､ヒオウギ

ガイ)など14道府県で麻嫁性貝毒が発生している｡下痢性貝毒も青森県など4

県で発生している｡

貝毒については､これ以外にもアザスピロ酸､環状イミンなど新たな原因物

質の発見と研究が進められているO

(2)魚介類の自然毒に関する研究動向

前述した通り､魚介類の自然毒については､貝毒を中心に､化学構造や分析法

について大きく研究が進展している｡

･毒化原因となる有毒微細藻類 (プランク トン)の研究

テ トロドトキシン以外の毒物は､微細藻類 (渦鞭毛藻等)が産生した毒物が

食物連鎖の過程で魚介類の体内に蓄積されたものと考えられており､毒性物質

を直接産生する微細藻類の同定と分類が進められている｡これらの有毒微細藻

類の分類体系は､近年見直しが進められている状況であり､同一種に異なる種

名が使用されるなど､分類体系の統一にはもうしばらく時間がかかる見込みで

ある.主要な有毒微細藻類の一覧を表 1.2-2に示す｡なお､この表は対象生物

を培養あるいは自然界から単離して分析した結果である｡
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表 1.2-2 魚介類の毒化原因となるプランクトンの一覧(1)

彬 桜
1 Dnoflagellale GonyaLLlaXaCa/eJtella I O 弓 ≡ E

23 Dnoflagellates ○ ー ≦ …Ⅰ ≧ 覧 IiDnoL]agellates Gollya〟larcaleneIla 0
4Alexandriumfu〝dyeTLSe Dnonagellates ○ … 巨 F

5 Dnoflagellates ○ 暮 喜 ｢】 き 巨6 DnoflagellatesGo/1yau/am10nilala 】 i ○78AIexa/1drL.um()SIetlfeldI'L' DnoflagellatesGoIliodomaostenfeldiL' ○DnoflagellatesGollyau/d∫Lamare′lSLls ○ 賀 § i …9AlexaJ7drL'umLaIlJlyaVaI7ichiL' Dnoflagellates ∃ Cl 喜 ∈ 臣 巨1̀0AmphidL'/7ilLmCarLerae Dnoflagellates 弓 蔓 喜 臣 ○ 溶血性物軒を鹿生ー17A/11PhidL'Iliu7110PerCulaIum Dno瓜agellates ∃1 巨 ≡ ぎ ≧ ○ 溶血性物茨を産生
12AmphidL-TlitJI110PerCttlattImVar.gT'bboslJm Dnoflagellates 蔓 喜 § … ○
一行 AmphoracoHeaeformiJ Datom FhuulL.aCOHeaeformis i ≧ § E 蔓○
1 才 Dnonagellates 辛 …△≡ ≧ 弓

…1与DL'nOP/1y.U.SaC〟minata DnoE】agcllates 】 ○… ≦ 賢 妻

㌣16DL'nOPkvLTactLIa Dnoflagellales 】 ○ ≒ § 巨 ≧㍊DL'nOPIlyS･C.a〟data Dnoflagellates 】 ○ ≒ Oを …DL'nt,PJlyLYforLii DnoflagelⅠales ○套 ≧Oi 毒MMTiiDL'nOPjzys miles Dnoflagellales ○ ≧ E i き
20Di770PJ1yS mi/ra Dnoflagellates ≦ 弓 ∃ O t F 巨

十2Dinopjzys由raL" DnoflagellalesPIta/aCrOIllaraPa ○ ∈ ⊆
W23DinopJtySisroLlmdalo Dnonagellates ≡き 0 2 E

篭DinopJZySislrLj?os bnotlagctIatcs ≡ ○ ⊆ 巨GambL'erd Dnoflagellatcs 0 … E ‡ 書
一｢所Gambt'erdtlscuspactjicus Dnoflagellates ○ ∋ ∈ 巨

｢緬+29GambL'erdJ'scuspolyne∫T'enSl'S Dnon喝eZIates ○○≦ 巨 臣 iDnon喝et1ates t 巨 i
一面 L'.t'CuSyOSumOLoi Dnoflagellates ○≦ ∋ 毒 【 ∃
∵:汁GymtTOdil1 DrIOfl喝el1壬lles ≧ 弓 0 喜 i 】 ∃
`33Karelliabrevi.ー DrtoflagellatesGymnodint'untlWeVe 喜 毒 喜 ○ ∃ 呼吸回転も盈する

一首5 Dnoflagellates ≒ ミ ミ 1 0 弓 呼吸困規も盈するm3Ti Dnoilaget1ales 弓 ∃弓 】○ ∃m17-KareniqpqpI-Iio〝acea DnoLlagellatcs ≡ ≒ ≦ ○ ∃一一うすKareflL'aSellLformis Dnoilagcllatcs ≧ 妻 … ○ 】

~39 nayis-VarlrZglCa Datoms 巨 ≧ §t O F を ○ 萱･4bOslreopsi. Dnonage1tates ∃ 喜

｢析 OslreopLTjslTlaSCareIZen.Yjs Dnoflagellales F O E E ∃ 弓

4亘OsEreopsIS(JVala DⅠlOflagellates t o t e 弓 萱 ≧
｢行 OsLreopsisLt'L'amen.m'S Dnoflagellates 巨 O t 巨 弓 ≧
W41PJlaeOCySLisglobosa =ptophytes 巨 巨 1 弓 ○ 溶血性物斑を産生45 Dnonagellates E ≦ ∃ ≦ ≧○｢福 Dnoflagellates ≧ E O 弓 … ≦
…‥★7+ Dnoflagellates ∈ ○ ≦ ≡

｢福 Dnoflagellales 【‡ 弓 ≦ △ 妻 ○｢福 D noflage】1ates 】 き ∃ ≧

一｢旨さPry7rOCenlrum/auSLiae DnoflagelⅠates 【 ○ ∃ §t O 】 喜 弓 妻｢訂ProrocenlrulTl/)OHtTlannl'aTlum Dnonagcllatcs 毒
7 2- DrlOflagellalcs CりpIomo′TaSlima ○ 萱 § 妻 ○

53W十5 DrlOnagCllates ii 0 ; ≡ 蔓 ○DnoflagelⅠates 】 】 喜 ≡ ○¶盲盲Prorocentrum rhaLhymum DrlOnagelⅠales 】 ∃ ∃ 弓

ProloperF'dL'nL'umCraSSLj,es Dnonagcllates PeridLlnLlumcrassL'PeS 弓 ≡



表 1.2-2 魚介類の毒化原因となるプランク トンの一覧(2)

● ∴

59;∴由 Pseudo-I Datoms ∃ 弓 圭 を ○ IPsezJdo-n aLissima Datoms ∃ ∈ ○ Ⅷ

NM6"1m EzschiafraudlJlenla Datom ー ≒ ≒;1 害 毒 i ○ 仙W6i lzschiagalaxI'ae Datoms 巨 ○ ○ 原因細野は不軌蒋性li-棲めて低い6̀iI,seudo-〟 series Datoms NilzschiaplmgerLTfmuIIiseries ‡ 【
+㌧65IJseudo-1Ezscht'apzmgeIIT Datom ∃ ≦ ○

‥由A:ヒPyrodL'tZL'ulTfba/7amenSeトへの苛性は不明 Dnof]age11ates ー ≦ ○ … ‡ l E 章 I
出典:IOCTaxonornicReferenceListofToxicPlanktonNEa8をもとに作成
h伽://www.uku.dkAoc/defau一tas°

注) Dino月ageuate:渦鞭毛藻
Diatom:珪藻



･測定方法の研究

従来これらの毒物の定量には､マウスの腹腔に投与した時のマウスの死亡状況

によって定量する方法 (マウス毒性試験)が主流であり､今だに多くの国で公定

法として採用されている｡

しかし､最近では特異的な抗体を用いた酵素免疫法 (ELISA)による検出法や

HPLC(高速液体クロマ トグラフィー)､LC-MS(液体クロマ トグラフィーー質量分析)

等の機器分析による定量法も多数開発されており､ELISAを用いた簡易測定キッ

トも実用化されている｡

これらの方法は､実験動物によらない定量法として今後の用途拡大が予想され

るが､従来のマウスを用いる方法との原理の違いもあることから､それぞれの方

法の特徴と限界を踏まえて､適切な組合せで使用していくことが必要となってい

る｡

(3)魚介類の自然毒規制に関する国際的な動向

二枚貝は国際的に取り引きされる主要海産物の1つであるが､貝毒についての

摂取許容量などの基準や毒成分の分析方法は､各国で対応 しており､国際的な基

準は設けられていない1｡

世界的に通用する食品の国際規格にコーデックス (Codex)規格がある｡コー

デックスは､食品の国際貿易に際し､消費者の健康と食品貿易の公正を守ること

を目的として､1962年に国連農業 ･食糧機関 (FoodAgricultureOrganization:

FÅo)および世界保健機関 (WorldHealthOrganization:WHO)の 2つの国連機関

によって設立された政府間機関で､170カ国以上が加盟しており､国際貿易され

る食 品の規格や衛生規範お よびガイ ドライ ンが国際食 品規格集 (codex

Alimentarius)として出版されている｡コーデックスの下部組織として､全般問

題部会､個別食品部会､特別部会､地域調整部会の4つの部会があり､その中の

一つ個別食品部会では食品別に国際規格が作成され､魚介類の毒を含む魚類 ･水

産製品の規格については､魚類 ･水産製品部会 (CodexCommitteeonFishand

FisheryProducts:CCFFP)が作成している｡

コーデ ックスの CCFFP では､FAO､WHO､ユネスコ政府 間海洋学委員会

(IntergovernmentalOceanographicCommission:IOC)合同の専門家委員会から

二枚貝の毒について科学的助言を受けつつ､直接消費及び加工処理される二枚貝

iToyofuku,H.2006.JointFAO/WHO/IOCactivitiestoprovidescientificadviceon
marinebiotoxins(researchreport).MarinePollutionBulletin52:1735-1745.
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の毒についての国際的基準が検討されている｡CCFFPを中心とした貝毒に対する

国際的動向を下表に示す｡

表 1.2-3 二枚貝の毒に対する国際基準検討の動き

会議 会期 開 催 地 貝毒に対する動き

CCFFP第 25回会議 2002年 ノル ウ ェー FAOとWHOに対して､二枚貝の毒

6月3日～7日 (ア レス ン についての科学的な助言を提案

ド) するよう依頼

CCFFP第 26回会議 2003年10月13日～17日 ノル ウ ェー(ア レス ンド) 諮問項目を作成

FAO/ⅠOC/捌10合同 2004年 ノル ウ ェー CCFFPの諮問にこたえ､科学的な

暫定専門家会議 9月26日-30日 (オスロ) 提案書を検討 .作成

CCFFP第 27回会議 2005年 南 ア フ リカ FAO/ⅠOC/WHO合同暫定専門家会

2月28日～3月4 (ケ-ブタウ 議の提案を受け､その内容を検

日 ン) 討するためのワーキング .グループを設けるoワーキング .グループの議長国はカナダo

CCFFP ワ- キ ン 2006年 カナダ FÅo/ⅠOC/WHO合同暫定専門家会

グ.グループ会議 4月10-12日 (オタワ) 議の提案書について､内容を検討し､CCFFP第 28回会議に備える

CCFFP第 28回会議 2006年 中国 直接消費及び加工処理されるニ

出典 :Toyofuku,日.2006.JointFÅo/捌10/IOCactivitiestoprovidescientificadviceonmarinebiotoxins

(researchreport).MarinePoHutionBuHetin52:173ト1745.
CodexCommitteeonFishandFisheryProducts(CCFFP).2006.Reportoftheworkinggroupmeeting

toassesstheadvicefromthejointFAO/WHO/IOCadhoeexpertconsultatiiononbiotoxinsin

bivalvemoHuscs.

CCFFP第 26回会議 (2003年 10月､ノルウェー アレスン ド)において､CCFFP

は FAOとWHOに対 して､食用二枚貝に含まれる毒の許容量についての指針､貝毒

成分の分析手法の指針､有毒プランク トン及び二枚貝のモニタリングについての

指針､有毒プランク トンの地理的な分布についての情報などについて諮問するこ

ととした｡

この諮問を受け､FÅo/IOC/WHO合同暫定専門家会議 (2004年 9月､ノル ウェー

オスロ)が開催され､専門家委員会はCCFFp-の科学的提案書を作成 した｡提案

書では､化学的構造によって貝毒をアザスピロ酸群､プレべ トキシン群､環状イ

ミン群､ ドゥモイ酸群､オカダ酸群､ペクテノ トキシン群､サキシ トキシン群､

イェッソトキシン群の8毒群に分類し､各毒群について､分析方法､原因プラン

ilflil



ク トンのモニタリング､食用貝類に含まれる毒の許容量等について検討 されてい

る｡専門家委員会が示 した貝毒の基準案を下表に示す｡

表 1.2-4 FAO/IOC/WHO合同暫定専門家会議による貝毒の基準案

毒群 許容畢 (mg/kg) EU等で採用 して いる現 行 許容 量 (mg/kg)100gを断 る場合 2幻gを食べる場合 3約gを食べる場合

アザスピロ酸群 0.024 0.0096 0.0063 0.16

プレベトキシン群 - - - PbTx-2の許容量:0.8

環状イミン群 - - - -

ドゥモイ酸群 60 24 16 20

オ力ダ酸群 0_2 0.08 0.05 0.16

ペクテノトキシン群 - - - -

サキシトキシン群 0.42 0.17 0.ll 0.8

注:プレベトキシン群､環状イミン群､ペクテノトキシン群については､情報不足のため基準案なし｡
出典 :Toyofuku.H.2006.JointFAO/捌10/10Cactivitiestoprovidescientificadviceonmarinebiotoxins

(researchreport).MarinePollutionBuHetin52:1735-1745.

ccFFPでは､ワーキング ･グループ (議長国カナダ)を設置 して専門家委員会

からの提案書を検討 し､二枚貝についてのCodex基準案(draftCodexStandardand

CodeofPracticeonBivalveMolluscs)に反映させている｡2006年 4月にカナ

ダのオタワでワーキング ･グループ会議を開き､主に以下の方針が決定されたO

･codexの基準には､下痢性､麻療性などの症状別ではなく､専門家委員会が示

したように毒の化学的構造により分類 した毒群別に基準を設定する｡

･ ヒトに中毒症状を引き起こした事例のあるサキシ トキシン群､ ドゥモイ酸群､

オカダ酸群､アザスピロ酸群､プレべ トキシン群の 5毒群を codexの規制対

象 として扱い､提案書にあったペクテノ トキシン群､イェッソ トキシン群､

環状イ ミン群は､今回はCodex基準の規制対象には入れない0

･ 毒の分析方法については､Codexの基準の中で限定しない｡多様な分析方法か

ら毒物質に適 した方法を使 うようにする｡化学物質の分類などについてはま

だ研究中で変わることもあるので分析方法 と併せて今後も情報収集に努める｡

動物を使ったバイオ ･アッセイ法は極力使わない｡
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(4)被害と対応状況､規制等の概況

FAOでは 2004年 に発表 した FAOFood&NutritionPaper80"Marine

Biotoxins"(海洋生物毒)の中で､世界各国における魚介類の自然毒の出現状況

と被害､対応状況､規制方法等を整理している｡その結果を次ページ以降の表

に示す｡

表においては､中毒の発生件数､患者数等の表記に当たって略号を用いてい

る｡その凡例は以下の通り｡

r--------III1----l--1-11--l1-----------------------------
i:中毒の発生件数(incidence)

C:中毒患者数 (case)

d:死亡数(death)

y :午 (year)

例えば､以下のような表記では次のような意味となる｡

-1967-1979:401,423C,23d 1967年から1979年までに 40件の中毒が発
暮

: 生し､中毒患者数 423件､死亡23件
I
I
I
また､40/10000/yのような表記は､年間(year)の中毒数が人口 10万人当た

り40名であることを示す｡

なお､日本国内の状況については､各県の水産試験場のホームページ等で公

開されているため､そちらを参照されたい｡
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表 1.2-5 シガテラをめぐる動向

地域 国名/地域名 症例 補足_対応 規制の対象 規制値 測定方法

ヨーロッパ ､ フランス､ドイツ､イタリア､オランダ 輸入魚､旅行 EU理事会指令シガテラ毒を含む魚介類

､アフリカ: マダガスカル 1993.ll.28サメ500C98d

北東 カナダ 1983-1997;22C 輸入魚(主要因)､旅行

アメリカ合衆国 1983-1992;129L5080 ハワイ(111/129)フロリダ(10/129)輸入魚 基準値や公的な方法なし毒性があると思われる又は轟性発生が報告された種の販売楽止 ハワイでは免疫測定

..申 ′･南濃 イギリス(アンギラ)バハマ 2-5人/ー000人/年

1982;14イタリア人1997;ー7ノルウェー人

チリキューバ … 1992;養殖サ ー モ ン

つOC/y1974;174cl978;100C1987;57C

ドミニカ共和国 1989;81C

フランス(グアドループ鳥)ハイチ 3/10000/y1980-1985;255C100C/y1985;21995;6アメリカ兵 -

ジャマイカ 1978;250C5-18%

フランス(マルティニーク鳥) 1982;8041/100000/y

･メキシコ 1974;241984;200
アメリカ(プエルトリコ) 90/10000/y

フランス(サン.パルテルミ一曲(英名:セントバーツ島)) 30C/y

フランス/オランダ(サン.マルタン島)セントビンセントおよびグレナディーン諸島 2-5/1000/y1985;105C
ベネズエラ 200

イギリス(ヴァージン諸島) 730/100000/V
.中東 イスラエル

中国 1988-1992;香港 397C

.チ .◆ヽ フィジー 1984;925Cフランス領ポリネシア -ニューカレドニア 1960-1984;24000C

./.､′ア インド洋 0.78/10000/y
フランス(レユニオン島) 1978;367
南太平洋諸島 1979-1983;97/100000/y

･凍 セ ア三 ア オーストラリア 30/100000/y シガテラ毒を持つと考えられる魚の捕枚.販売禁止
=ユージーランド
トンガ



表 1.2-5 麻療性貝毒 (psp)をめぐる動向

地域 国名/地域名 症例 補足.対応 規制の対;敬 規制値 測定:方法

アフリカ モロッコ南アフリカ共和国チュニジア 1969;6C1979:ー7C2d 脚 室化具の検出あり養殖の位や鯛が死滅 鳳

北栄 カナダ 1880-柑95 軟体動物 80-160pgSTXeq/100g缶詰～300LJgSTXeq′tOOgsiphonの遠位半分除去～50OLJgSTXeq/tODg軸honを全て除去で版充可艮頬からの検出任が規制領空越えた場合､その漁業域での捕狸蕪止 特に /̂exDI7dn'umspp.の

アルゼンチンブラジル wn一一｣ 卵9し扱象虹 軟体動物 孤.39̂み 八隻.イ批 ｣ ぎ4時零性rS関する隣のモ二ダ)ングあり潤のプログラムはない

チリ 2001年までPSPとDSPは公衆術生面と経済面に甚大な卸商練44度以南の漁業域はm幼 軟体動物

& `~柵 二･0(a) IM

申 ､南栄 メキシコ 1979.2C3

パナマ psp検出あり 甘

ベネズエラ 1979;171く;198ー:9(】 軟体動物

アジ 中国茶ティモール M …..………｣ 隻だ愚も?カ蒜.臥轟化且の検出あり症例の詳しい妃軽Id:i
中国(寄港)インド二 二 二夜 二二マレーシア 1997;20く】19912001 見≡研二二 二享毎夏二二二 メ .ラ..ろ胤 ー991年マレー半島での鰍新たなモニタリン グ プ n グ ラ ム を 成 立

ア フィリピン 頂 衰植イガイ期中蒔智多数 耐用畳40pgSTXeq/100g

台滴 ー99ー;8C 帆

タイ 甘

T3EE) 二枚見

オセアニア オーストラリア 見類



表 1.2-5 下痢性貝毒 (DSP)をめぐる動向
地域 圃名/地域零 症例 補足､対応 規制の対汲 規制T藍 測定方法

アイルランド 2000.･漁葵城閉貞淑 EC& *2002軟体動物蘇皮動物:紋嚢類 EC基準2002 EC基 準2002マウス(ラット)バイオアッセイ代替方法･LC蛍光検出･LC-MS 1984年から自然確モニ9リングプロクラム(バイオアッセイによるDSP確放)_m J週毎の貝の書式験を三爽施

二二箪 二 二風 デンマーク 2002;403C1999､;2¢2002 弓簸イヒ1999他にも鼻の検出あり;漁業域閉鎖脅化見検出あり

フランス 1978- 1984,1919982000200285;漁葵城閉鎖;漁築城閉鎖;漁薬域閉鎖;漁築城閉鎖

≡トドロツ. ドイツ 2000;20 2001;イガイ類捕枚蕪止 160pgOAeq/kg

ギリシャ 2000;漁葵城閉鎖

イタリア 19891990 20002001漁葵城閉鎖漁葵城閉鎖

/{ 1991 200;械枚蕪止 海洋性腺足鞭の可食部 YTXslmgYTXeq/kg ･免疫学的検定･ホスファターゼ阻率検定
ー…一筋 1960S …
ノノレウエーW 2000.2002 19942002漁葵嘆.虹漁葵城開銀

スペインスウェーデン英国 1982-198419831997;496 19951999.200020021989-19909月-2002001. 誠磯城閉鎖BiVa1Ves捕枚蕪止漁業域閉鎖イガイ輔養殖月;よく開銀;捕 疫新鹿002;捕弓斐凍止

トノレコ - マウス′くイオアッセイ

アフリカ 南アフリカ共和国 DSP検出あり

北 ､栄 カナダ 1990;1301993 モニタリング鼻DSPレベル>耐用豊(0.2fLg/gmeat:=5MU/100gmeat)漁葵城閉鎖

米 国 1980;31c1981;210(⊃

チリ 1970,19711991;ー20() 2001年まで南緯 44度以南の漁築城開銀 マウス′くイオアッセイ
栄 メキシコ 車化 具 の検 出あり

ベ ネ ズエラ マウスバイオアッセイ

ア､ 中 国 車化 鼻 の 検 出あり 2地域でのみ

日本 - … 二枚見 耐用 マウス′くイオアッセイ プランクトンと鼻のモニタリング

牧園 - 異類 耐用登 LC(モニタリング) 2月-10月 (隔 週 )

∵､ ジア 5MU/100gwholcmeat マウスバイオアッセイ(耐用盈) Prorocentrum spp.モニタリング漁葵城閉鎖 >105ce日S/[

インドフィリピン nodata + ` ‥~ 舟化具の検出あり有率プラランクトン検由あり
タイ マウスバイオアッセイ

…‥~自シア連 - 有率プラ

､オセアニア .: オーストラリア 1997;56C2000 推奨16-20lJgOAeq/100gmeat愚 大許可レベル20-60lJgOAeq/100gmeat軍帽 OA/g肝膝



表 1.2-5 記憶喪失性貝毒 (ASP)をめぐる動向

地域 国名/地域名 症例 補足､対応 規制の対象 規制値 測定方法 モニタリング状況

ヨIロツI/( ･.ベルギー…_デンマーク 毒化貝の検出なし 軟体動物可℡部 20mgドゥモイ酸/kg LC 頁蘭を蓮藻のモニタリングあり5xt05細胞/Lで漁業域閉鎖

ドゥモイ酸産出珪藻あり

フランス 毒化貝の検出あり

アイルランド…… イタリア十十オランダ -==二二二二重東夷IのjA担あ[)～輸入貝から毒性検出.+基準値以.下の毒化貝の検串あり…ヤ .卓然毒モニタリングあり

+∴+.ノルウェーポルトガル ¶仰墨準優以下の毒化貝の検出あL毒化貝の検出あり毒化イワシ

スペイン 毒化貝の検出あり捕楼禁止

英国 毒化貝の検出あり捕牲禁止

カナダ 1987:108C(3d) 毒化貝の検出あり捕牲禁止 イガイ 20mgドゥモイ酸/kg超えた場合漁業域開放 LC 珪藻のモニタリングあり

北栄 米国 毒化貝の検出あり捕稜禁止褐色ペリカン､鵜､トドの死亡例 一枚貝;20mgドゥモイ酸/kg(公的ではない)調理カニ(内臓と肝豚):30mgドゥモイ酸/kg LC 海洋資源省によるサンプリングプログラム規制値を超えた場合閉鎖

申南､. アルゼンチン 毒化した貝と魚の検出あり海鳥の死亡例 - イガイ毒性の国のモニ9リングプログラムあり

ブラジル 試験的モニタ)ングのみ実施

皿 , 州 秦1ヒ貝の検出あり基準値以下の盤化貝の検出あり … 異腰と塵物プランクトンの国.のモニタ■jングプログラムあLi….帆.仙
栄 メキシコ 世 や褐色ペリカン､水渡り鳥､水生噂乳類の死亡例

ウルグアイ m イガイ毒性と毒性植物プランクトンの国のモニタリングプログラムあり

ア.≡ 日本 毒化ガニ 養殖二枚貝と珪藻のASPスクリーニング

･オセアニア′心オーストラリア+++ - 一山…】.M….……墨準使払王吸毒.軽易.臥 貝類の肉 20mgドゥモイ酸/kg LCマウスバイオアッセイ 規制に基づくイガイと藻類¢章二タリングあり



表 1.2-5 神経性貝毒 (NSP)をめぐる動向

地域 国名/地域名 症例 補足_対応 規制の対象 規制値 測定方法 モニタ}ング状況

j､ デンマーク 特に GyTrlnOdJ'niumspp.のモニタ}ングプログラムあり5x105細胞/Lで漁業域閉鎖フランス - M F!'wPwrQvgvQP_S孝一jPp.onica､H.akash,'wo観測仙 dPLSaj.ponicaW 岬 やP姐御+G.breve観測ドイツギリシャ

】/口ツパ イダノア 鼻類 検出されないこと マウスバイオアッセイ NSP産生藻類のモニタリング番化貝と藻類が同時に検出されると漁茶域閉鎖オランダ F7aphidophyceaeFibrocapsajhponlca､ChattonellaantI'qUa､chattone//amarlna､HeterosiGTPaakashlwo観測
漸 - G,breve観測

ロシア連邦 - chattonellasp.腰敷浪死亡(1987)G.breve観測スペイン
英匡】 Heteros,.mT7aakashiwo由L廟:養殖魚死亡

アフリカ 南アフリカ共和国 1995,ー996;Gymnodinium由来のエアロゾルによる中率 多数のあわびに故事

北栄 : カナダ Heterosim71aakashl'WO観測:登稚魚死亡米国 ー987;480 バンドウイルカ､ホタテガイ､養殖魚､マナティー､鳥の死亡例 貝類 80JLgPbTx-2/ー00g鼻組め※ マウスバイオアッセイ フロリダ天然資源省にコントロールプログラムありO
1996;36 漁業域閉鎖 (0.8mg/kgor20MU/ー00gor4FLg/mouse)

‥ヰ アルゼンチン イガイ寒性の国のモニタリングプログラムあり
A ; .+.波しぶきでヒHこ ……｣ 加担Qq要l!?J;J)二胸 aakashiwo観測 - 襲験的モニタリングのみ実施

㌔. 南･米 ～ウルグアイ 魚死亡 イガイ毎性と萄性植物プランクトンの雷のモニタI)ンゲプログうムあり

中国(香港) Heterosl'JmaakashJ'WO_OhattoneI/asp.観測:魚死亡

ア.ジ､､.㌔:㌔.､ア ､. 日本 FI'brocapsaJaPOnI-Ca､H.akashiwo､ohattonellaantI'dUa観測:巷殖魚死亡故国 HeterosimlaakashI'WO観測:巷殖魚死亡
マレーシア HeterosL'JmーaakaShlwo観測:饗殖魚死亡

オセアニアオーストラリア NSP検出あり､養殖クロマグロ死亡例
ニュージーランド 1992,1993;兵務症例186c1998:ブルーム87C 多数の海洋動物の死亡例 異類 20MU/100g マウスバイオアッセイ 民と植物プランクトンを毎週サンプリングLC-MSを使用する新しい自然番モニタリングプログラムが開発中



表 1.2-5 アザスピロ酸中毒 (AZP)をめぐる動向

地域 国名/地域名 症例 補足.対応 規制の対象 規制値 測定方法 モニタノング状況

ヨ､. アイルランド 1995;86(オランダにて) 毒化イガイ類の検出あり EC基準2002(可食部) EC基準2002AZA 160日g/kg,マウスまたはラットバイオアッセイ 1984-;自然毒モニタリングプログラム(LC-MSによるアザスピ口酸検出)

ド 1996-数件 軟体動物 代替方法 週毎の員の試験

､口ツ 蘇皮動物被嚢類 ･LC蛍光検出･LC-MS 登星馳 gAZA/gイガイ類ノルウェー 毒化イオイ類の検出あ
パ ポルトガル 毒蛮jfJレガイの検出あり 海洋性腹足類 ･免疫学的検定

(注)表 1.2-5で用いられている､i､ C ､ d､ yといった略号の意味については､1.13ページの囲み参照｡



【1章の参考文献】

1章では､個々の図表は出典として示した文献による｡その他､国内外での

中毒発生状況､貝毒の発見 ･研究の経緯等は以下の情報源を参考にした｡

1)MarineBiotoxins,FoodandNutritionPaper80,FÅo2004

2)貝毒の毒性と化学 大島泰克 生物の科学遺伝 別冊 2006No.19

3)新訂版 海洋動物の毒 -フグからイソギンチャクまで-

塩見一雄､長島裕二著 成山堂書店

4)貝毒の謎 一食の安全と安心一 野口玉雄､村上りつ子 成山堂書店

5)有毒魚介類携帯図鑑 野口玉雄､阿部宗明､橋本周久 緑書房
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2.魚介類の自然毒に関する詳細データ

2.1 魚介類の自然毒に関する文献検索結果

(1)文献検索の方法

○インターネットによる国際機関､各国規制当局の規制文書等の調査

インターネットにより､CODEX､FAO等の国際機関および各国の食品安全関

係の行政機関を対象に､魚介類の自然毒についての情報を調べた｡調査対象と

した機関は次の通 りである｡

表 2.1-1 調査対象機関のURL一覧

No国名･所在
1国際稔関 FoodandAgricultura1OrganizationHomePage
2国際機関 codexAlimentarius

3国際機関 UnitedNationsEnvironmentProgramme
4国際機関 WorldHealthOrganization
5国際機関 IntergovemmentalOceanographicCommlSSIOn
6国際機関 btemationalCouncilfortheExplorationoftheSea
7国際機関 AssociationofOfTICialAnalytlCalChemists

8EU Hea一thandConsurncrProtectionDirectorate-General

9EU EuropeanFoodSafetyAuthority
1Oアイルランド FoodSafetyAuthor'ItyOfIreland
1l英国 FoodStandardsAgency
12英国 DepartmentforEnv;ronment,FoodandRuralAffairs
13オランダ MinistTYOfAgricu一ture,NatureandFoodquality

14ドイツ FederalMinistryofFood,AgricultureandConsumerProtection

15フインランド NationalPub一icHealthInstitute

16フランス A,F;S,Ai窒:pRn蒜ir&nAaieDeSecuriteSanitaireDesA'iments)
17AU A糾canUnion

18米国 FDA(FoodandCosmeticlnternationalActivities)

19米国 FSIS(FoodSafetyandInspectionService)InternationalAffairs

20米国 CDC(CentersforDiseaseControlandPrevention)
21米国 rnterstateShellrlShSanitationConfbrence
22カナダ HealthCanadaOnline

23カナダ CanadianFoodInspectionAgenciy

24三二_笠 三笠,(･FSANZ(F｡odSbndardsAusかa.iaNewZea･and)
25オーストラリア AustraEianDepartmentofAgriculture.FisheriesandForestry25オーストラリア
26ニュージーランド NewZealandFoodSafetyAuthori

http.//Wwwfaoorg/

httpI//www.codexalimentarius.net/web/index_enAsp

http://www.unep,org/
http://www.whoint/en/
http://ioc.unescoerg/iocweb/index.php
http://www.ices.dk/indexfla.asp
httpI//wwwaoac.org

http･//ec.europaeu/dgs/health_consumer/index_enh上m

httpI//www.efsa.europa.eu/enhtmE
http.//www.fsa'L-Ee/
http･//wwwfoodgovuk/
http://wwwdefねgovuk/
http//www.onderzoekinformatienI/守n/
http//www.bmelv.de/cln_044/nnj54188/EN/00Home/homep
age_nodehtmlnnn=廿ue
httpI//wwwktLfVnutrition/foodJSafetyh上mE

httpノ/www.afssa.斤/

httpI//wwwa斤ica-union.org/
httpI//vmcfsan.fdagovrcomm/htt-toe.h上ml
http.//www.fsisusdagov/Regulations_&-Po一icies/lnternationaI
Affairs/index.asp
httpI//www.cdcgov
http･//isscorg/
http.//www.hc-sc.gcca/

http･//wwwJnspectiongcca/eng一ish/toce.shtmI

http://www.foodstandards.gov.au/

http.//www.afFa.govau/
httpノ/ww帆nZfsa.govtnz

調査の結果､全般的には魚介類の自然毒についての情報は少なかったが､以

下の報告書類に魚介類の自然毒についてのかなりまとまった記述が見られた｡

- MarineBiotoxins--FAOFoodaNutritionPaper80,2004

- ReportoftheTwenty-EighthSessionoftheCodexCommitteeonFish

andFisheryProducts

○学術文献 (科学技術文献データベース)の調査

インターネットの調査に加えて､PubMed等の文献データベースを検索し､自

然毒の種類別に文献を収集 した (主として 2000年以降の文献)0

2.1



表2.卜2魚介類の自然毒に関する収集文献(1)

; /.r宗′ ､､′裟 V崇V/ vn謡え' /A//淡･&～'+i ぢ汚2'/､警護 %

挙タ事 .繁 ～泳 甥∵ %き ず慕ゝ校､､ 琵 稀. 顎 ? +

1 BioorganicstudiesonmarinenaturaI DaisukeUemura paLytoxin他 新しく見つかった海産二次代謝産物(palytoxin､halichondrin､pinnatoxin■聖- ● TheChemicalRecord 2006
products-diVersechemicalstructuresandbioactivities など)の生物有機芋的研究Oいくつかの生物活性のある海産アルカロイドや生態系に関与する物質の研究 6(5):235-48

2 OccurrenceofafoodpoisoningincidentbyTaniyamaS,MahmudY,TeradaM. palytoxin 2000年10月30日から11月4日にかけて日本ではじめて発生した､ハタ科の魚によるパリトキシン中毒例の報告○症状は重度の筋肉痛､腰痛､黒色尿.患者の血中クレアチンホスホキナーゼレベルは正常値より高く ● 2002

paーytoxinfromaserrartidEplnePheh｣ssp.lnJapan. TakataniT,ArakawaO,NoguchiT. (700-23,800ⅠU/I)､回復まで-ヶ月以上要した○食品分析した結果､原因物質はパリトキシン(PTX)であり､抗pTX抗体とウアバインが阻審する遅発性溶血作用に基づくo ll(4):277-82

3 Post-mortemana暮ysisofsamplesfromahumanvictimofafatalpoisoningcausedbythexanthidcrab,Zosimusaeneus LE.LIewellyn,M.J.Dodd.A.Robertson,gonyautoxin ウモレオウギガニ食中毒で死亡した東ティモールの成人男性の検死結莱からは病理学的異鰍 ま見られなかったものの､カニから麻癌性鼻毒が検出され､患者の消化管内容物､血液､肝､尿からも同様に検出o摂取され ● Toxicon40(10)1463-1469 2002

G.Ericson,C.deKoningandA.P.Negri saxitoXin(PSP)たカニからゴニオトキシン2､ゴ二オトキシン3､サキシトキシン(STX)が検出され､尿からはneoSTX､decarbamoylSTX､STXdominatedが主に検出された○摂取されたカニのSTX濃度は1-2ILgSTXeq/kgであった.

4 AccumulationanddepurationprofHesotTapesjaponicafedwiththetoxicdinofーageーlateAlexandn'umcatene//a MohamadSamsur,YasunagaYamaguchi,TakefumiSagara.TomohiroTakatani,OsamuArakawad,andTamaoNoguchi gonyautoxinsaxitoxin(PSP)有毒渦鞭毛藻類であるAlexand血mcatenella(Ac)をアサリ(TapesjaponI'Ca)に与え､PSPの蓄積と浄化を高速液体クロマトグラフィー/蛍光誘導法(HPLC-FLD)で検討Oアサリは99%のAcを吸収し､12時間後に蓄積毒濃が最大(23%)となり､その後低下○アサリに含まれるPSP毒素と､Acに含まれる毒素の種類は吸収後異なっていく○ ● Toxicont;48(3):323-30 2006

5 Cangenera暮anaesthesiabeusedfortheParalyticShel一触hPoisonbioassay? G.Holtropa.J.Petrie,J.McElhineyandN.Dennison saxitoxin(PSP)マウスバイオアッセイによるPSPテストの際､麻酔の有無で結果が異なるかを検討oいずれの条件においても､死亡時間の逆数とーog(STX)に線形関係あり○新しい計算式の構築O信頼性はいずれの条件でも変わらず○ ●●Toxicon47(3):336-47 2006

6 FirstreportofsaxitoxirーinFinnishーakesand p ossibleassociatedeffectsonhuman JarkkoRapaーa,AlisonRobertson,AndrewP.Negri.KatriA.Berg.PirjoTuomi.ChristinaLyra,KirstiErkomaa,Kirsti saxitoxin(PSP)シアノバクテリアブルーム中のサキシトキシンに関するフィンランドで最初の鶴告(50件を検討;2002-2003)○7件のブルームからPSP検出(sTXのみ)○これらの95-100%がAnabaenalemmermanniI'○これらの地域の一部 ● EnVironmentaIToxicology20(3 2005
health Lahti,KalteHoppu,LiiSaLepist6 では遊泳者に有事影響あり.

7 Arapiddetectionmethodforparalytic MasanaoOkumura.HideakiTsuzukiand GonyautoXin Mangeretal.の方法を改良した､培養神経芽腫細胞株を用いた速やかなpsp検出方法の報告02点の改良点○①マイトトキシンを用いてインキユ ●●Toxicon46(l)ニ93-8. 2005

she日fishpoisoningtoxinsbyceIーbioaSSay. Maitotoxin ベ-シヨン時間の短縮②wsT-8を用いて洗浄過程を省略し､計数過程を簡略化○

8 EvidencefordifFerencesinthemetabolismofsaxito)【inandC1十2toXinsinthe FrancescoPomati,MichelleC.Moffht, シアノバクテリアOylindrospermopsJ'SraCiborskI'J'T3におてPSP毒素生合成酵素活性を検討○クロラムフェニコール(CAM)､アルギニン､アグマテン､プロリンを単独もしくは複合暴露して､C1+2とサキシトキシンの産出盈 ● BiochimicaetBiophysicaActa(BBA)-GeneralSubjects6;1674(1):60-7 2004

freshwatercyanobacteriumCylindrospermopsEsraciborskiiT3 RosaliaCavaliereandBrettA.NeHan Saxitoxin(PSP)を調べたOCAMは産出抑制､アルギニンは大きく増加させたが､複合投与した場合アルギニンの増加作用は現れなかった○C1+2とサキシトキシンで効果は異なった○
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66 ProflCiencystudiesonthedeterminationofparalyticsheーlfishpoisoningtoxinsinshellfish H.P.VanEgmond,K.M.Jonker,M.Poelman,P.Scherpenisse,A.G.Stern,P.Wezenbeek,A.A.BergwerfF,H.J.VandenTop LCによる自然毒検出方法の習熟研究o研究所間での比較O ●FoodAdditives&Contaminants21(4):33ト40 2004

67 HARMFULALGAE2002XthHUB KarenA.Steidinger,JanH.Landsberg,Carme暮oR.Tomas,GabrielA.Vargo 有害微細藻矧 こついて定期的に開催されている国際シンポジウムの第10会大会の講演集 Xthhtemationa暮ConferenceSt.PeteBeach,Florida,USA0Ctober21-25,2002 2002
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80 ConVersionofpectenotoxin-2to ToshiyukiSuzukiLincolnMackenzie PECTENOTOXニュージーランドで採集された渦鞭毛藻と貝類から単離したペクテノトキ ● FISHERZESSCIENCE2001;67:506-510 2001
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2.2 魚介類の自然毒に関する基本情報

(1)ファク トシー トの整理項目

前節までの結果を踏まえて､調査対象とした魚介類の自然毒に関する基本情報

を次ページ以降にとりまとめ､代表的な食中毒と自然毒毎のファクトシー トを作

成した｡

○ファクトシー トの対象とした自然毒の分類について

1章で述べた通り､魚介類の自然毒に関する研究は現在も進行中で､新しい知

見が随時報告されている｡かつては麻療性貝毒などと総称され､毒性の研究が行

われていたものが､研究の進展によって､サキシトキシンなど具体的な化合物群

にさらに下位分類され､個々の化合物群についてのデータの蓄積が進められてい

るケースもある｡

今回､ファクトシー トの作成に当たっては､現在主流となっている最新の科学

的知見に基づいて個々の物質群のシー トを作成するとともに､麻療性貝毒といっ

た従来からの大分類については食中毒の解説として必要に応じてデータをとりま

とめた｡個別の化合物群に当てはまる検出方法 (ELISA等)が物質群全体の検出

には利用できないといった場合のように､個々の化合物群のシー トとグループ全

体のシー トの内容に違いがあり得ることに注意されたい｡

◆魚類

･ フグ中毒

･テ トロドトキシン

･ シガテラ

･シガ トキシン群

･パリトキシン中毒

･パリトキシン

◆ 貝類

･麻嫁性貝中毒 (paralyticshellfishpoisoning:PSP)

｡ サキシ トキシン群

･下痢性貝中毒 (diarrheticshellfishpoisoning:DSP)

･ オカダ酸 ･ディノフイシス トキシン群

･ペクテノトキシン群

･イェッソトキシン群

･記憶喪失性貝中毒 (amnesicshellfishpoisoning:ASP)

･ドゥモイ酸群

･神経性貝中毒 (neurologicshellfishpoisoning:NSP)
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･プレベ トキシン群

･アザスピロ酸中毒

･アザスピロ酸群

○整理項目 各自然毒の代表的な記述項目は以下の通 りである｡

1.名称 (日本語名､英語名､略号)

2.化学構造

3.国内外における被害 (食中毒)事例

4.被害の原因となる生物

5.原因物質の起源

6.毒性発現のメカニズム

7｡中毒症状

8.毒性に関するデータ (致死量等)

9.各国における規制状況

10.検出方法

ll.その他の情報

なお､自然毒の種類によっては､一部のデータについて信額できる数値が揃っ

ていないなどの理由により､データが欠落している部分がある｡それらについて

は該当箇所に ｢データなし｣ 等の記載を入れて示 した｡

また､複数の毒性成分の混合物 と単一の成分 とのデータが完全に分離できてい

ない例もある｡被害事例についても､厳密には当該の自然毒の影響かどうか証明

されていない事例もあることに留意されたい｡そのような場合は､注釈等により､

その旨を示 した｡
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データシー ト(フグ中毒)

フグ中毒 No.1

英語名 :puffer丘shpoisoning
略号 :

1.概要

･フグ類の摂食による麻痔を伴 う神経性の食中毒であり､死亡率が高いo
･ テ トロ ドトキシンがいわゆるフグ毒 として知 られるo

2.原因毒

･ほとんどの場合､原因毒はテ トロ ドトキシンであるo
･ 特殊な例 として､東南アジアの淡水産フグ､アメリカ フロリダ州のフグによる食中毒

はサキシ トキシン群が原因とされているoまた､フィリピン産のフグ類にも多量のサキ

シ トキシン群が含まれているとの報告があるo

･ 各毒の化学的性質､構造については当該のデータシー トを参照されたいo

3.国内外における被害 (食中毒)事例1)

･ 我が国では従来からフグ中毒が発生していたが､昭和 58年に厚生省 (当時)からフグの衛生確

保に関する通達 2)が出されてからは中毒事件の発生は低下しているoしかし､素人の調理等に

よる食中毒および死亡例は毎年発生しているo

･ 海外ではフグによる食中毒は､東南アジア､中国､台湾及び韓国で知 られているo欧米

では一般にフグを食べる習慣がないので､食中毒は知 られていなかつたが､アメリカで

は移民等によるフグ食が多くなり､食中毒も発生 している○

4.被害の原因となる生物

･ テ トロ ドトキシンはフグ科のみに含まれ､類縁のハコフグ科､ハ リセンボン科には含ま

れていないoフグ科のフグにも有毒種 と無毒種が知 られてお り､有毒種であつても､毒

性には生息する海域や個体差があるo一般的には､フグの肝臓 (きも)､卵巣 (まこ)

は毒性が強く､腎臓､牌臓､腸､その他の部位にも毒性があるoまた､筋肉 (み)や皮

膚 (かわ)､精巣 (しらこ)にも毒をもつ種がある 3)o

･フグ毒による中毒を防止するため､食べ られるフグの種 と部位 (筋肉､皮､精巣)が厚
生労働省通知 2)に定められているo

･なお､ハコフグの皮には魚毒性を示す毒が含まれているが､食中毒には関与 しないと推
定される○

表 食用にできるフグの種 と部位 2),3)

和名 種名 部位
筋肉 皮 精巣

フグ科 クサフグ ○ × ×

コモンフグ ○ × ×

ヒガンフグ ○ × ×

ショウサイフグ ○ × ○
マフグ ○ × ○
メフグ ○ × ○
アカメフグ ○ × ○
トラフグ ○ ○ ○
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シマフグ ○ ○ ○ β位となる○)

ゴマフグ ○ × ○
カナフグ ○ ○ ○
シロサバフグ ○ ○ ○
クロサバフグ ○ ○ ○
ヨリトフグ ○ ○ ○
サンサイフグ ○ × ×

ハリセンボン科 イシガキフグ ○ ○ ○
ハリセンボン ○ ○ ○
ヒトヅラハリセンボン ○ ○ ○
ネズミフグ ○ ○ ○

ハコフグ科 ハコフグ ○ × ○
注)○:食用可能､×:食用にできない 筋肉には骨､皮にはヒレが含まれるo
れに､両性フグといわれる雌雄同体のフグが見られ､この場合の生殖巣はすべて有毒普
(出典 :厚生省通知 環乳第59号(昭和58年)､衛乳第272号(第一次改正､平成7年)

5.原因物質の起源

･テ トロドトキシンについては当該のデータシー トを参照されたいO
･フロリダのサキシ トキシン群の場合は､渦鞭毛藻によって毒化 した二枚貝を摂餌 したフ
グに移行 したものと考えられているo東南アジア淡水フグの毒の起源は不明であるo

6,毒性発現のメカニズム

･当該の毒のデータシー トを参照 されたいo

7.中毒症状 1).3)

･一般的には食後30分から5時間で中毒が始まり､重症の場合､呼吸困難で死亡することもあるo
･致死時間の最も短い例は1時間半､長くても8時間､4-6時間が最も多いo
･谷 (当時九州帝国大学)によれば､フグ中毒の症状は強さにより次のように分類されるo
第-皮 :口唇 .舌端の知覚麻軽､悪心､堰吐

第二度 :四肢末端の知覚麻埠､皮膚感覚 .味覚 .聴覚の鈍麻､運動麻療

第三度 :運動不能､骨格筋弛緩､膝反射消失､発声不能､喋下困難､チアノーゼ､胸内苦悶､

血圧降下､脈拍不整

第四度 :意識混濁､呼吸停止､虚脱 (末梢血管麻捧)

･フグ中毒では特効薬や解毒剤はないので､対処療法を行うo中毒患者に対する処置として､胃
の洗浄 (胃内にある毒の除去)､利尿薬の投与 (尿-の毒の排出促進)などが行われるo呼吸困

難に対する最も有効な処置は､挿管による呼吸管理 (人工呼吸)と言われているo

･ 発症から8時間持ちこたえると急速に回復し､後遺症はない○

8.毒性に関するデータ (致死量等)1)

･テ トロドトキシンについては当該のデータシー トを (No.2)参照されたいO

9.各国における規制情報

･日本では､昭和 58年の厚生省通達により､食用に利用可能なフグの種類 と部位が定めら

れ､フグの調理､処理､加工には資格が必要となっている 2)o
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10.検出方法

･ テ トロドトキシンについては当該のデータシー ト (No.2)を参照されたいo

ll.その他

･ 本シー ト作成に当たって参考とした情報は以下の通りo

1)フグ中毒 野口玉雄､赤枝宏 中毒研究 Vo1.ll,p.339,1998
2)厚生省通知 環乳第 59号(昭和 58年)､衛乳第 272号(第一次改正､平成 7年)
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データシー ト (テ トロ ドトキシン)

テ トロドトキシン (フグ毒) No,2

英語名 :tetrodotoXin(puffer鮎hpoison)
略号 :TTX

1,概要

･ テ トロドトキシンはいわゆるフグ毒として知られ､1909年に田原によって命名された○
その後､1964年に化学構造が決定された○神経性の麻療中毒の原因となるo
･ 従来はフグ自身により生産されると考えられていたが､最近の研究では海洋細菌が産生

する毒素が食物連鎖によるフグ体内に蓄積されると考えられている 2)o

･ テ トロドトキシンはフグ以外にも､カリフォルニアイモリ､ツムギハゼ､Atelopus属の
カエル､ヒョウモンダコ､肉食性巻貝､ヒトデ､カブ トガニなどにも存在する 1)o

2.原因毒 化学構造 1),2)

cP

H

HO払C HO 3 HO芸プ NH30
= い日 ､=

OH H

出典 :中毒研究 11:339-345,1998

･ 無色､透明､無味､無臭o

･ 水及び全ての有機化合物に不溶であるが､酸には溶解するo

･ 安定な化合物で 200℃以上で徐々に黒変するが､300℃でも分解しないo通常の加熱調
理では分解 しないo

･ 多数の同族体の存在が知られているが､食中毒原因としてはテ トロドトキシンそのもの

が中心的役割をはたしていると考えられているo

3.国内外における被害 (食中毒)事例1)

･ フグについてはフグ中毒のデータシー トを参照されたい○

･ フグ以外では､台湾でツムギハゼによる食中毒が報告されているoタイなど東南アジアにおけ

るカブトガニによる食中毒の原因もテ トロドトキシンが疑われているoサキシトキシンによる

食中毒で知られるオウギガニ科のカニに著量にテ トロドトキシンが含まれるとの報告がある

が､どの程度食中毒に寄与しているかは不明であるoまた､国内ではバイ､ボウシユウボラな

どの肉食性巻貝による食中毒が報告されている○

･ 食中毒以外では､オーストラリアで､ヒョウモンダコによる唆傷を原因とするダイバーなど-

の被害が生じているo

4.被害の原因となる生物

･ フグについてはフグ中毒のデータシー トを参照指されたいo

･ 他に食中毒あるいは嘆傷による被害が 3.に示す生物により起きているo食中毒-の関与は知
られていないが､イモリ類 (カリフォルニアイモリ､シリケンイモリ､アカハライモリ等)､中
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南米のカエル､ヒトデ (トゲモミジガイ､ヒラモミジガイ､モミジガイ)､ヤムシ､スべスべマ

ンジユウガニ､ヒラムシ､ヒモムシ類､ニラコ､ゴカイや海藻のモサズキなど､多様な生物か

らテ トロドトキシンが検出されているoまた､多種の海洋細菌から検出されているo

5t原因物質の起源

･テ トロドトキシンはビブリオ科､アルテロモナス科などの海洋細菌によって産生されることが明

らかにされており､多様な分布とあいまって食物連鎖によりフグの毒化が起こるとの説が提案さ

れているoしかし､培養条件下の細菌のテトロドトキシン生産能は極めて低く､フグの毒化機構

は完全には解明されていない○

6.毒性発現のメカニズム

･神経や骨格筋のナトリウムチャンネルに結合し､活動電位を止めることにより､運動麻痔を引き

起こすOしかし､心筋や幼君筋のナトリウムチャンネルに対する阻害は弱い 5)O横隔膜の活動停

止による呼吸麻痔が直接の死亡原因となるo

7.中毒症状

･ フグ中毒のデータシー ト (No.1)を参照されたいo

8.毒性に関するデータ (致死量等)1)

･ 毒力は5000-6000MU/mg(1MU:体重 20gのddYマウスの腹腔内に授与して30分で死亡させる毒

畳)で､これはテ トロドトキシン1mgが上記のマウス5000-6000匹を死亡させることを意味す

るo

･ ヒト (体重 50kg)のテ トロドトキシンによる最小致死量は 2mg(10,000MU相当)と推
定はされているo致死量は個体差や毒の摂取時の状況 (空腹､満腹､飲酒)によって具

なると言われる○

9.各国における規制情報

･テ トロドトキシンそのものに対する規制は無いo昭和 58年の厚生省通達により､食用に

利用可能なフグの種類 と部位を定め､資格をもった者が調理､処理､加工した場合のみ食

用を認めることにより､安全を図っているoなお､旧版の食品衛生検査指針のフグ毒の項

には 10MtJ/g以下の場合は無害との記述があり､上記通達中の一部例外晶については､
流通前にその点を確認することが求められている 3)o

10.検出方法

･ 日本では､｢食品衛生検査指針｣理化学編中のフグ毒定量法によって定量するのが公定法6)とな

つているoこれは､酢酸抽出液をマウスに腹腔内投与し､その致死時間を河東の作成した投与

量-致死時間表にあてはめ､定量する方法であるo

･ 他方､高速液体カラムクロマ トグラフィーを用いたテ トロドトキシン及びその同族体の測定法

が開発されている1)o

ll.その他

･ 本シート作成に当たって参考とした情報は以下の通りo

1)フグ中毒 野口玉雄､赤枝宏 中毒研究 Vo1.ll,p.339,1998
2)貝毒の謎 一食の安全と安心- 野口玉雄､村上りつ子 成山堂書店
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4)フグの正体とその取り扱い 演野米- ｢食と健康｣2006.3月号

5)生化学辞典 東京化学同人

6)食生活衛生検査指針 (理化学編)1フグ毒､(厚生省生活衛生局監修､社団法人日本食品衛
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データシート(シガテラ)

シガテラ

英語名 :ciguatera
略号 :

1.概要

･ シガテラとい う南方産魚介類による食中毒は16世紀頃から報告され､その名称はカリ

ブ海でシガと呼ばれる巻貝による食中毒を起源とする｡現在では､カリブ海に限らず､

熱帯及び亜熱帯海域の主にサンゴ礁に棲む魚によって起こる死亡率の低い食中毒の

総称とされている1)｡

･ 世界中で毎年 1万-5万人がシガテラによる食中毒の被害を受けており､自然毒によ

る食中毒の最大の原因となっている｡ 2)

2.原因毒

･ シガテラの症状は極めて多様である｡食中毒患者の摂取した魚種と症状の関係から複

数の毒 (シガ トキシン､スカリトキシン､マイ トトキシンなど)の関与が推定されて

いる｡

･ しかし､ヒトの食中毒､特に特徴的な神経系症状の主原因はシガ トキシンとされてお

り､狭義のシガテラはシガ トキシン中毒ともいえる｡

暮 南太平洋で多発するサザナミハギなど草食魚による食中毒にはシガ トキシンと同じ

渦鞭毛藻を起源とするマイ トトキシン(maitotoxin)の関与が推定されている｡

3.国内外における被害 (食中毒)事例

･ シガテラによる食中毒は熱帯､亜熱帯海域を中心に世界各地で報告されており､年間の

患者数は1万人から5万人に達する｡昔からの発生地であるカリブ海と南太平洋の島々

での篠患率は50-500人/10000人/年である 3)0

･ 米国ではハワイとフロリダを中心に発生し､他地域でも輸入魚介類による中毒が報告さ

れている2)0

･ 欧州では主に節先での中毒と輸入魚による中毒が報告されている (仏､狼､伊､蘭)2),4),5)O
･オース トラリアでは東オース トラリア熱帯海岸地域で捕獲される魚介類の消費により､

毎年被害が発生している6)0

･ 日本では､沖縄､鹿児島を中心に地先の魚による食中毒が散発している｡本州では 1953

年に ドクカマスによる食中毒が発生し､食用禁止措置がとられている｡その後､南方で

漁獲された魚による食中毒が散発しているが､最近では､2006年には茨城県の飲食店で

調理されたバラフエダイにより4名が中毒を起こしている｡原因となったバラフエダイ

は､魚屋で ｢フエフキダイ｣として販売されていた 7)0

4.被害の原因となる生物 1)

･ シガテラの原因となる魚は 300種～500種あるとも言われているO特に問題となるの

は ドクウツボ､オニカマス (ドクカマス)､マダラ六タ､バラハタ､イッテンフエダ

イ､バラフエダイ､サザナミハギなどである (詳細は巻末の参考資料参照)0

･ すしネタであるカンパチやヒラマサ､イシガキダイの刺身で中毒した例もある｡

5.原因物質の起源

･ シガトキシンは､渦鞭毛藻であるGambl'ezdl'scustoxz'cusが産生するoa.toxz'cusは付着性の
微細藻類で､石灰藻などの海藻表面に高密度に付着して生育するため､海藻を餌とする草食

2.17



負-肉食魚の流れの食物連鎖により､魚類体内に蓄積する1)｡この間に化学的に変化を受け､

多数の同族体になることが推定されている｡

a.toKicusはシガトキシンの他に水溶性のマイ トトキシンを産生する.この毒の毒性はシガト
キシンよりも強く､これまでに調べられたすべての G.tox}'cusの培養株で生産能が認められ
ているが､シガトキシンの生産が確認されたのは一部の系統に限られている2),8),9)0

6.中毒症状 1)･2)

･ 中毒は食後30分～数時間程度で現れ､消化器系､循環器系､神経系の症状を示すO一般的に

死亡率は低い｡

･ 最も特徴的なのは､ドライアイスセンセーションと呼ばれる知覚異常で､冷たいものをドラ

イアイスにふれた時のように､あるいは電気ショックを受けたように感じ､暖かいものを冷

たく感じるようになる｡

暮 神経系の症状は通常数週間以内に回復するが､他の症状は数ヶ月または数年続くことがある｡

･ 特効薬は知られておらず､胃洗浄や活性炭による毒物の除去が効果があるO症状が現れてか

ら48時間以内であればマンニトールの投与が有効というデータもある｡

7.各国における規制情報

･いくつかの地域ではシガテラ毒産生地域の高リスク魚類の販売を禁止している2)0

･EUでは理事会指令により､シガテラ毒を含む魚介類の販売が禁止されている2)0
･米国ハワイでは免疫学的方法を用いて検査を行い､陽性の魚介類は市場での流通が禁止され

る11),12)0
･オーストラリアのクイーンズランドでは､シガテラ毒をもつと考えられる魚の捕獲､販売が禁止

されている2)｡

･日本ではオニカマス (ドクカマス)が厚生省 (当時)の通達によって販売が禁止されている｡オ

ニカマス以外のシガテラ魚については､各自治体の指導により､バラフエダイ､ヒメフエダイな

ど主要な魚類が各地の市場で取扱い自粛となっている13)｡

8. 検出方法

･ マウスによるバイオアッセイがもっとも広く用いられているシガ トキシンの検出法である

が､マウスはシガトキシンにそれほど敏感ではないため､魚類抽出物の部分精製､濃縮を必

要とする｡魚体からの粗抽出液又は半精製した標品をマウスの腹腔内に注射し､24時間経過

を観察し､生死により毒の有無を判定する14)0

これ以外にもカなど他の生物を用いたバイオアッセイ法があるが､バイオアッセイでは､個々

のシガトキシンを定量することができないという限界がある 15)0

･ 最近では､LC/MSを用いた化学的な検出･定量方法が開発されている｡また､ELISAなど
免疫学的方法を用いた方法 (商品名 :シガチェック)も開発され､食品のモニタリングに有

効と期待されている16)0

ll.その他

･ 本シー ト作成に当たっての参考文献は以下の通り｡

1)海洋動物の毒 塩見一雄､長島裕二共著､成山堂書店

2)DeFouw,J.C.,etal.RIⅧ ReportNo.388802021,1999

3)perez,C.M.etal.NewEng.J.Wed344(9),692-693,2001

4)InternationalProgrammeonChemicalSafetyEnvironmentalHealthCriteria37,WHO,
1984

5)Bavastrell,M.etal.J.Travel.和ed.8,139-142,2000

6)Lehane,L Wed.J.Aust.172(4),176-179,2000
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7)茨城県生活衛生課

8)chinain,M.G.etal.MarineBiologyl35,259-267,1999

9)Lehane,L andLewis,R.J.Int.J.FoodMicrobio161,9卜125,2000

10)Mercklndex13版

ll)Fernandez,M.L InMiraglia,Metaleds.MycotoxinsandPhycotoxinspp.503-516,

FortCollins,Colorado,Alaken,Inc.1998

12)vanEgmond,H.P.∫.Nat.Toxins1(1),67-85,1992

13)厚生省通知 衛環発第20号(昭和28年)

14)Yasumoto,T.etal.Rev.Environ.Contam.Toxicol.117,5卜94,1991

15)JuranovまC,LR.Rev.Environ.Contam.Toxicol｡117,5ト94,1991

16)｢海洋生物の毒の化学構造と生態学的起源｣安元健､化学と生物 vol.43,No.3,2005
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データシー ト(シガトキシン)

シガトキシン (シガテラ毒)

英語名 :Ciguatoxin
略号 :CTX
1.概要

暮 シガテラの主要原因毒であるO

･ 渦鞭毛藻 GaBlbl'ezdl'scustaxl'cusにより生産される｡
･ 脂溶性のポリエーテル化合物で､草食魚､肉食魚-と移行蓄積される過程で一部化学

的変化を受ける｡

2.化学構造 1)

出典 :海洋動物の毒

脂溶性のポリエーテル化合物で､分子内に 13個又は 14個の環状構造をもつ｡

比較的熱に安定で､調理によっても毒性は失われない｡穏和な酸やアルカリ処理に対

しても安定｡

シガ トキシン lBは仏領ポリネシアのウツボ肝臓から単離され､はじめて構造決定さ

れたO天然の渦鞭毛藻 G.toxl'cusからは CTX･4B,培養藻体からは CTX-3Cが確認さ
れ､起源生物であることが確定した｡

LC/MS/MS分析により毒化魚には多数の同族体となって存在することが示されてい
る2)0

3.起源

･ シガトキシンは渦鞭毛藻 Gambl'ezdl'scustaxibusによって生産されることが上記の通り証明
されている｡

･ なお､a.toxl'cusはシガトキシンの他に､水溶性のマイ トトキシンおよびガンピエロ-ル､ガ
ンビニル酸など多様な生理活性を有するポリエーテル化合物を合わせて生産することが知ら

れている｡
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4.毒性発現のメカニズム

暮 シガ トキシンは神経興奮膜上のナ トリウムチャンネルに結合し､ナ トリウムチャンネルを開

放することにより､神経毒性を示すoフグ毒のテ トロドトキシンがナトリウムチャンネルを

遮断するのとは逆の作用機構をもつ 3),4)○

5.毒性に関するデータ (致死量等)4)

･LD50(マウス､腹腔投与)CTX-1:0.25pg/kg
CTX-2:2.3pg/kg
CTX-3:0.9pg/kg

6.各国における規制情報

･ シガトキシンそのものについての規制値等はないo

7. 検出方法

･ マウスによるバイオアッセイがもっとも広く用いられているシガ トキシンの検出法である

が､マウスはシガトキシンにそれほど敏感ではないため､魚類抽出物の精製を必要とする○

魚体からの粗抽出液又は半精製した標品をマウスの口腔に注射し､24時間経過を観察する6)O
これ以外にも他の生物を用いたバイオアッセイ法があるが､バイオアッセイでは､個々のシ

ガトキシンを定量することができないという限界がある7)O

･ 最近では､LC/MSを用いた化学的な検出.定量方法が開発されているoまた､対シガトキシ
ン抗体が生産され､ELⅠSAなど免疫学的方法を用いた方法 (商品名 :シガチェック)も開発
されているが､他成分との交差反応性など明らかにされておらず､今のところスクリ-ニン

グ法としての位置づけである8)C

ll.その他

･ 本シート作成に当たつての参考文献は以下の通りo

1)海洋動物の毒 塩見一雄､長島裕二共著､成山堂書店

2)Yasumoto,T.,Ⅰgarashi,T.,Legrand,A.-M.,Cruchet,P.,Chinain,M.,Fujita,T,
StructuralelucidationofcigllatOXincongenersbyfast-atombombardmenttandemmass
spectroscopy.∫.Am.Chem.Soc.122,4988,2000.
3)DeFouw,I.C.,eta1.RⅠVMReportNo.388802021,1999
4)Lehane,L andLewis,A.J.Int.J.FoodMicrobio161,91-125,2000
5)MerckⅠndeX13版
6)Yasumoto,T.eta1.Rev.EnViron.Contam,ToXico1.117,51-94,1991
7)JuranoVic,LR.Rev.EnViron.Contam.ToXico1.117,51-94,1991
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データシート(パリトキシン)

パリトキシン

英語名 :palytoxin
略号 :PTX

1.概要

･ パ リトキシンは腔腸動物イワスナギンチヤク PalytAoatubez･culosaの毒として発見さ
れたが､フィリピン等で高濃度に蓄積 したカニがお り､食中毒の原因となっている｡ニ

シン科魚類による食中毒クルペオ トキシズムや国内で散発的に発生しているアオブダ

イによる食中毒の原因としても疑われている1),2)0

･ 広い意味でのシガテラにはこの毒による中毒も含まれるかもしれないが､主な症状は､

筋肉痛､呼吸困難､痘撃などで死亡率が高く､シガ トキシンとは異なる症状を示す｡

2暮化学構造 1)

ltl√l･･･､､二.Htl61111L.dlI

バ:]トキシン

R= o

･J′J･oIP壬t (-'ll

O王寺
氏1 Rll rG Rtl RS

L I1- 0rl CH:H
十.7,rlレ-,i-シ>pl) 11 tll 11 011 H

図6.15 バ'J'トキシンおよび寸ストレシン-Dの構造

出典 :海洋動物の毒

･パリトキシンは分子量約2700で､第一次生産者と推定される渦鞭毛藻の OstTeOPSIsslaBZenSIs
からは類縁化合物のオストレシンが確認されている｡

3.国内外における被害 (食中毒)事例 2)

･ パリトキシンはオウギガニ科のヒロハオウギガニ LopAozozymusplctoTとウロコオウギガニ
Demam'atoLXl'caに高濃度で含まれており､シンガポール､フィリピンでは死亡例が報告されて
いる｡フィリピンの食べ残し検体から化学的に検出されることにより､この毒が原因であるこ

とが確定している｡

･ 沖縄で内臓をブタに与えると死ぬと言われているカワハギ科のソウシハギの消化管内容物にイ

ワスナギンチヤクが多く含まれることから､ソウシハギの毒もパリトキシンと考えられている｡

･ 1953年に五島列島でアオブダイを食べた 10名が中毒し､1名が死亡した｡その後もアオブダ
イによる中毒は散発的に発生している｡症状や抽出物に特有な溶血反応があることから､パリ
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トキシンの関与を疑う説が提出されているが､十分に証明されていないo

4.原因物質の起源 1)

･ パリトキシンの類縁化合物であるオストレオシンの渦鞭毛藻類 OstTeOPS1'SSl'ameDSlsによる生
産が確認されていることから起漁生物と考えられている00.61'ameDSlsはサンゴ礁の海藻に付
着して生育する底性渦鞭毛藻であり､G.toLXl'CUSと似た生態をもつO
･ どのようなメカニズムでスナギンチヤクやカニに高濃度で蓄積されるかは不明であるo

5.毒性発現のメカニズム 3)

･ パリトキシンは強力な心筋収縮薬であるOイヌを用いた実験 (>0.06pg/kgを静脈注射)では､
急激に血圧が上昇した後､急速な血圧降下が起き､5分以内に死亡したo

･ ウサギ平滑筋を収縮させるが､この作用はパリトキシンの特異的阻害薬である強心配糖体であ

るシマリンにより完全に抑制されるo

･ イセエビ神経一筋標本では､筋肉の膜電位を不可逆的に脱分極させるとともにシナプス後膜電

位を抑制したo

6.中毒症状 3)■

暮 ヒロハオウギガニ等の中毒では下痢､堰吐､腹痛などの胃腸障害および背筋や腕の筋肉痛､関

節痛などをうつたえて､数時間で死亡しているが､詳細な病理所見は報告されていないo

･ アオブダイ中毒は食後数時間から10数時間で発症し､筋肉痛､呼吸困難､療撃などが主な症状
で､.重篤な場合には死亡する○ミオグロビン尿症や異常に高いレベルの血清GPT､GOT及びLDH
も認められる○

8.毒性に関するデータ 3)

･パ リトキシンのマウスに対する毒性 LD50は 0.45pg/kg(静脈)､50-100ng/kg(腹腔)
とされるo

9.各国における規制情報

･わが国では､アオブダイについて､厚生労働省の通達により､販売が自粛されている (辛

成 9年厚生省通知 衛乳第 281号)○

10.検出方法

･パリトキシンの検出には､LC-MS､ELⅠSAによる方法が用いられている4),5).

ll.その他

･ 本シー トの作成に当たつての出典は以下の通り○

1)海洋動物の毒 塩見一雄､長島裕二共著､成山堂書店

2)有毒魚介類携帯図鑑 野口玉雄､阿部宗明､橋本周久著､緑書房

3)MerckⅠndeX13版
4)HokomaY.etal.FoodAdditContam.1993Jan-Feb;10(i):71-82
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データシー ト(麻痩性貝中毒 :PSP)

麻軽性貝中毒 No.6

英語名 :paralyticshe11丘shpoisoning
略号 :PSP
1.概要 ー)

･ 麻捧性貝中毒は世界各地で発生 している死亡率の高い食中毒であるo

･渦鞭毛藻数種が原因毒を生産する能力を有 し､これを摂餌 した二枚貝が蓄積 して毒化す
るために起こるo

･ 原因毒はサキシ トキシンおよびその同族体で､20以上の成分の構造が明らかにされてい

るo

･毒化 した二枚貝を摂食 した肉食性巻貝､カニ､ロブスター､フグなどに毒が移行する場
合もあり､食中毒の原因となることもあるo

2.原因毒

･ 麻療性貝中毒はサキシ トキシンおよびその同族体によって引き起こされる○ これ らを麻

嫁性貝毒(paralyticshellfishpoison)と呼ぶ こともあるo二枚貝には通常複数の混

合物 として検出される○サキシ トキシン群については当該のデータシー ト (No.7)を参

照されたいo

3.国内外における被害 (食中毒)事例 1)

･国内の食中毒発生例を以下に示すo北海道から九州までの各地で発生し､原因食品も多種に及
んでいるoまた､発生月も様々であるo

発生年月 発生場所 原因食品 患者数 うち死者数

1948年7月 愛知県豊橋市 アサリ 12 0

1961年5月 岩手県大船渡市 アカザラガイ 20 1

1962年2月 京都府宮津 マガキ 42 0

1977年 3月 三重県南島町 アサリ 15 0

1979年 1月 山口県仙崎町 マガキ 16 0

1979年4月 北海道旭川市 ムラサキイガイ 3 1

1982年5月 岩手県大船渡市 マボヤ 2 0

1987年6月 鹿児島県鹿児島市 アサリ 1 0

1989年4月 岩手県大船渡市 ムラサキイガイ 1 0

1989年4月 岩手県大船渡市 ホタテガイ 5 0

1989年7月 青森県下北郡 ムラサキイガイ 6 1

1991年5月 北海道七飯町 ホタテガイ 1 0

1997年 3月 長崎県福江市､玉之浦町 カキ 26 0

･麻軽便貝毒による二枚貝の毒化および食中毒の発生が明らかになっている国は以下の通りで､
ほとんど世界中に及んでいるo北米 (アメリカ､カナダ)､中南米 (ベネズエラ､メキシコ､グ

アテマテ､ブラジル､アルゼンチン､チリ)ヨーロッパ (ノルウェー､イギリス､フランス､

スペイン､イタリア)､アフリカ (モロッコ､南アフリカ)､アジア (インドネシア､マレーシ

ア､パプアニューギニア､タイ､フィリピン､台湾､中国､韓国､ロシア)オセアニア (オー

ス トテリア､ニュージーランド)o特に､フィリピンでは年間200名を超える食中毒事例が発生
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4.被害の原因となる生物 り

･日本で毒化が明らかになった二枚貝は以下の通り､産業上重要な種類が含まれているo毒化の
程度や毒の保持時間は種類によって異なるOまた､マボヤも毒化するOこのほか､マルスダレ

ガイ科のハマグリでも毒化が知られているo

和名 学名

フネガイ科 アカガイ ScapAarcabroug加onl'1'
イガイ科 ムラサキイガイ Mytl'1useduIl'S

イガイ M.corsucus

イタヤガイ科 アカザラガイ Cuamysfaz.I,ez.IDli)ponensl'S
ヒオウギガイ a.nobl'1}'S

ホタテガイ Patl'DOPeCtenyeSSOenSl'S
イタボガキ科 マガキ CTaSSOStTeaglgaS

マルスダレガイ科 コタマガイ Gompjzl'DaVeneZ.iforml'SmelaDaeglS
アサリ Rudl'taPeSPAl'llbplnamm

バカガイ科 ナガウバガイ AgPl'SUlavoylaaShana
ウバガイ (ホツキガイ) S.sachall'neSl'S

ニッコウガイ科 サラガイ Peronl'dl'aVeBUlosa

5.原因物質の起源 1)

･食中毒の原因となる毒を生産する種は以下の通りであるが､このうち､わが国で発生し､貝
の毒化 が確認 され てい るのは A.cateDe11&,A.tamareDSe,A.taB21yaVTanlcAl'1㌧
Gymnodl'nl'UmCateDatUmの4種であるo

属 名 学 名

渦鞭毛藻 アレキサンドリ.ウム Alexandz.IumacateDella
A.catenella

A.fuDdyense
A.ml'nUtUm
A.taRZaZ.enSe
A.taRZiyavanl'Ch'1'

ギムノデイニウム Gymnodl'Dl'UBZCatenatum

6.毒性発現のメカニズム

･サキトキシンのデータシー トN0.7を参照o

7.中毒症状 1)

･食中毒による症状はフグ毒中毒と同様､運動神経麻痔が主で､食後 30分程度で軽度の麻嫁が始
まり､次第に全身に広がり､最終的には呼吸麻痩により死亡するo

･現在の段階では効果的な治療薬がなく､人工呼吸による呼吸の確保が唯一の救助法であるo

8.毒性に関するデータ (致死量等)
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9.各国における規制情報

･麻療性貝毒の定量法であるマウス毒性試験の結果により､規制されるo多くの国ではマウ

スの感受性を標準化するためにFDAの提供するサキ トキシン標準液を用い 80pgSTX相
当量/100g可食部が規制値となる (アメリカ 2)､カナダ､EU3),中南米 4),5)､オセアニア諸
国 3)).諸般の事情でFI)Aサキシ トキシン標準液が使えない国では､マウス毒性値をその

まま用い､ほぼ同等の400MU/100g可食部を規制値として採用している (日本､香港､
韓国)o規制値を 30〟gSTX相当/100g(メキシコ)や40〃gSTX相当/100g(フィリピン)と低

く設定している国もある2)

10.検出方法

･ データシー トN0.7を参照o

ll.その他

･ 本シー ト作成に当たつての参考文献は以下の通り○

1)海洋動物の毒 塩見一雄､長島裕二共著､成山堂書店

2)Shumway,S.E.Rev.Fish.Sci3(1),1-31,1995

3)CouncilDirectiVe91/942/EECof15July1991

4)Ferrari,G.ⅠnProceedingsoftheSecondⅠnternationalConferenceonHarmfu1

AlgaeManagementandMitigation(NoVember2001,Quingdao,China)p.34-35,

IOCUNESCO,Paris

5)Suarez-Ⅰsla,B.A.ⅠnProceedingsoftheSecondⅠnternationalConferenceonHarmfu1

AlgaeManagementandMitigation(NoVember2001,Quingdao,China)p.90,
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データシー ト (サキシ トキシン群､STXs)

サキシトキシン群

英語名 :saxitoxins
略号 :STXs

1.概要 1)

･ 麻疹性貝中毒の原因はサキシ トシン同族体群である｡低分子量の非タンパク系毒素

で､毒性の異なる約20種の類縁化合物が存在する｡
･ 渦鞭毛藻だけでなく淡水ラン藻教程､バクテリアが生産､通常､複数の成分からなる｡

二枚貝をはじめプランク トンフィーダーを毒化させるが､サンゴ礁のカニや巻貝な

ど､起源の不明な場合もある｡

･ 代表毒のサキシ トキシンは毒性試験の標準に用いられていたが1995年から化学兵器

禁止条約において化学兵器 として登録されたため､国内では使用が極めて難 しくなっ

ている｡

2.化学構造 1)

i臣 R琴 払 RI 汲. 信組照 監913

STXh}.STl汀はSTX= 崩､Hu 臼 関 CO⊃NHT 之.<幻
TT 顎~ OCONl10 1.琴錦
U. H OCONrECm 1

沃 rl町STX OH_ 弱 一考 CCO村fi芋 空周5.hぎ托色感で濫 OH ーH fi OCOドflCIH t.490

I; 雷 GTXl O 拐_ OSO与 OCOド抜 きJ6台GT.V H Li% OS○言 O∝労音払 ~告粥

藁 ー>プ ¢TJY3 H OSOi H OC()NYl l.584
GTXJl OH､メOSO; fl OCON姑 一十
m威;守Ⅹ_謡 H 妄… OSO; OCOドHC
meGTX3 音‡ OSOて ll OCONHCH】
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電蓄 C;議. OfI 技 OSO言 OCONHSO; 33

エ プ C.t iO ∈追加ノゾ 諾 OCO沖㌣SO; 143

ふ'† dcSTX H t要 FT OEi 1.2

icrt帥STL+ O柁 p 壬昔 封 OH 38
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,i% 止亡GTX 朋 QSC)1 封 0.a 935良.く盛でⅩ遠 O許 CiS07 H OH 撃か
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3.国内外における被害 (食中毒)事例

･渦鞭毛藻による毒化二枚貝による食中毒被害は､ヨーロッパ､北米､中南米など各地で報告され

ているo原因食品の正確な毒組成とあわせた報告は少ないが､各地域で報告されている毒化二枚

貝は複数のサキシトキシン同族体から構成されていることから､これらが毒性と含量にあわせた

寄与をしているものと推定されるo

4l被害の原因となる生物

二枚貝等については麻捧性貝中毒のデータシー ト (No.4)参照o

二枚貝以外に肉食の巻貝､フグに著量のサキシトキシン群が存在し､食中毒の原因となること

がある○また､サンゴ礁に生息するオウギガニ科のカニやタコに含まれるサキシトキシンや同

族体でも食中毒が発生しているo前者は毒化した二枚貝を捕食した動物にサキシトキシン群が

移行したためと容易に推定されるが､後者の毒化機構は不明であるoまた､スペインでは草食

性のトコブシ類からデカルバモイルサキシトキシンが検出されているo

5.原因物質の起源1)

暮渦鞭毛藻 (データシー トNo.6参照)のほかに､以下に示す淡水産ラン藻がサキシトキシンを

生産する0日本ではサキシトキシン生産ラン藻は検出されていないOA.cizldDaEsはオースト

ラリアで淡水の二枚貝を毒化させることが報告されているが､多くは水の華を形成し､水質悪

化や家畜､野生動物の紫死原因となるo

･また､バクテリアから極微量のサキシトキシン群が検出されることがあるo

属 名 学 名

ラン藻 アナベナ ADabenacl'rCjDa11'SApAaDl'ZOBlenOnHo6-aguae
Cyll'ndz.ospermopsjsz.acl'borsbl'1'

6.毒性発現のメカニズム

･ ナ トリウムチャネルをブロックして､細胞外からのナ トリウムイオンの流入を阻害する○

･ 毒の薬理作用はフグ毒のテトロドトキシンと同様である2)o

7l中毒症状 l),3)

麻捧性貝中毒のデータシー ト (No.4)参照

8.毒性に関するデータ (致死量等)

･ いずれも､マウス腹腔内投与で 15分以内に致死に至らしめる急性毒性を示すが､2.
化学構造の表に示 したように､モル当たりのマウス致死毒性は成分により大きく異な

る0時に側鎖にN-スルホン基を有する成分の相対的な毒性は低い○
･ ヒトの推定致死量はサキシ トキシンで2mg､毒性にして約 10,000MUと推定されて
いるo

暮 サキシ トキシン類は速やかに尿から排推され､短期または長期にわたる毒性､発がん
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9.各国における規制情報

･ 麻疹性貝中毒のデータシー ト (No.6)参照o
･ マウスによる毒性試験が認められない国 (ドイツ､ノルウェー)では後述する化学分析によ

り毒性を求めているo

10. 検出方法

･ 1940年代に腹腔内投与によるマウス致死活性を利用したバイオアッセイ法が確立され､定量

的毒性評価 (総毒量)の基本となっている4)o

暮 各成分の個別分析法としてはサキシトキシン骨格を有する化合物を酸化すると蛍光物質に変

化する特殊な反応を利用した蛍光HPLC(プレカラム､ポストカラム酸化の2種類がある)
で分析しているo最近はLC/MS法も開発されているが､感度に難点があるO

･ ELⅠSAでは､0.2ngSTXeq/g貝肉の感度でSTXを検出可能な方法が開発され､キットとして
販売され七いる5)o

ll.その他

･ 本シート作成に当たつての参考文献は以下の通りo

1)海洋動物の毒 塩見一雄､長島裕二共著､成山堂書店

2)CatterallW.A.etal.Pharmacol.Rev.55,575-578,2003

3)Mons,班.N.eta1.RⅠVMReport388802005June,1998

4)Medcoff,J.C.etal.Bull.FishRes.BoardCanada75,1-32,1947
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データシー ト(下痢性貝中毒 :DSP)

下痢性貝中毒

英語名 :diarrheticshell丘shpoisoning(DSP)
略号 :DSf'

1.概要 1)･2)･3)

･ 二枚貝による食中毒で､下痢を主症状とし､吐き気､腹痛､堰吐など他の急性胃腸炎症

状をともなうことが多い｡

｡ 日本では下痢性貝中毒に関連した二枚貝から､オカダ酸の誘導体であるディノフイシス

トキシン群 (DTX群)に加えて､ペクテノトキシン群､イェッソトキシン群の3種類の

構造の異なる多数の成分群が分離されている｡

･ オカダ酸及びディノブイシス トキシン群､ペクテノトキシン群はDl'DOPAysl'sBSにより生
産されるが､イエッソトキシン群はPTOtOCeratl'w z･etl'CulatLZZdRびGoDyUalaxspl'nl'fTeraに
より生産される｡

･ 下痢原性が確認されている毒はオカダ酸群のみであり､ペクテノ トキシン群､イエッソ

トキシン群については､近年､下痢性貝中毒原因から分ける方向で論議されている｡

･ 食中毒はムラサキイガイやホタテガイのような二枚貝により起こるが､毒化二枚貝を摂

餌 したカニの肝すい臓(カニ味噌)によっても下痢症がおこることがある｡

･ 二枚貝の毒組成は発生する年､季節､海域によっても大きく異なる0

･ 日本では主に初夏に東北､北海道地方で毒化が生じる｡

･ 下痢性貝毒をつくるプランク トンは､一度発生すると毎年続いて同じ海域に出現して二

枚貝を毒化させる傾向がある｡また,二枚貝の毒化は長期間に渡るため､出荷自主規制

による漁業被害が長期化する傾向にある｡

2.原因毒

･ 下痢性貝毒で毒化 した宮城､青森の二枚貝から､マウス致死毒性を指標に有毒成分を検

索した結果､オカダ酸の誘導体であるディノフイシス トキシン1とのその脂肪酸エステ

ル (ディノフイシス トキシン3)(オカダ酸群と総称)に加えて､ペクテノトキシン群数

成分､イェッソトキシンの3グループの毒の構造が明らかになった｡このことから､こ
れらすべてを下痢性貝毒として総称していた｡ しかし､毒化原因の追究や毒の薬理作用

の研究が進み､個別分析も容易となった最近では､明らかに下痢原性を示し､ヒトの中

毒症状を説明しうるオカダ酸群のみを狭義の下痢性貝毒とし､他の2群と区別する方向

で議論が進められている｡EUでは毒群個別の規制値が決定され､Codexでも対応が議論
されている｡今後､ペクテノトキシン群とイェッソトキシン群のリスク評価と標準毒も

含め個別分析法の開発が重要となる｡

･ なお､わが国の公定法のマウス試験法に従った検液調製では､オカダ酸群とペクテノト

キシン群を一括して投与しており､そこにイェッソトキシンの一部が混入することにな

る｡

･ 毒の化学構造については当該する毒群のデータシー トを参照されたい｡

3.国内外における被害 (食中毒)事例 1)

･1976年三陸沿岸のムラサキイガイによる食中毒を契機に安元らによって発見された｡その後､陸

奥湾産のホタテガイによる同様な食中毒が起こり､数百名を超える中毒患者が発生した｡

･1981年～83年にはヨーロッパ各地 (スペイン､フランス､ノルウェー)の養殖ムラサキイガイ

(ムール貝)による食中毒で8000人超の患者が発生している｡
･近年､チリ､ニュージーランドなど南半球でも二枚貝の毒化が認められ､グローバルな問題とな

っている｡
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4,-被害の原因となる生物

これまでに日本で毒化が知 られているのは､ムラサキイガイ (ムール貝)､イガイ､ホ

タテガイ､チョウセンハマグリ､コタマガイ､アサリ等の二枚貝に限られる 2)o

･ ホタテガイ､ムラサキイガイの養殖域あるヤいは生産地が毒化の激 しい地域と一致してお
り､また､この種類の消費量が多いことからも食中毒の原因となることが多い 1)o

･ 海外ではムラサキイガイが殆どの食中毒の原因になっているo

5.原因物質の起源

下痢性貝中毒の主原因であるオカダ酸群は､Dl'nOPAysl'S属渦鞭毛藻により生産されることが確認

されているoまた､:ペクテノトキシンも同生物から検出されているo

詳細はオカダ酸 .デイノフイシストキシン群のデータシート (No.9)またはペクテノトキシンの

データシート(No.10)を参照されたいo

6.毒性発現のメカニズム

･ 下痢性貝毒と総称される物質のうち､実際に下痢を起こすのはオカダ酸とその誘導体のデイノ

フイシストキシン類である 1)o他の 2群の毒性発現メカニズムとあわせ､該当する毒群のデー

タシートを参照されたいo

7暮中毒症状 1)

･ 中毒症状は消化器系の障害を主としており､下痢 (水様便)が 92%の患者で見られ､吐き気

(80%)､堰吐 (79%)､腹痛 (53%)を伴うo

･ 食事から発症までの時間は30分から数時間で､70%以上の患者が食後4時間以内に発症するo

･ 通常､2から3日後にほぼ回復し､死亡例や後遺症はないo

8.毒性に関するデータ

･ヒトの最少発症量は下痢性貝毒試験法で約 12MUと推定されている 3)oデイノフイシス ト

キシン-1に換算すると約 50〃gに相当するo

･ 各成分のマウス毒性については該当する毒群のデータシー トを参照されたい○

9.各国における規制情報

･ 日本では二枚貝の中腸腺に毒が偏在しているとの仮定の元にこれを材料に検液を調製し､マウ

ス毒性に供しているoその結果を可食部に換算して0.05肌J/gを規制値としている4)○これはデ
イノフイシストキシン1に換算すると200〟g/kgに相当するo

･ EC基準2002ではオカダ酸(oA)､デイノフイシストキシン群､ペクテノトキシン群をまとめて基

準値 160〃gOAeq/kg以下としている5)o

･ オカダ酸相当としてだけ規制している国はオーストラリアとニュージーランドで､ニュージー

ランドでは基準値を 200〝gOAeq/kgmeat､オーストラリアでは 160-200〃gOAeq/kgmeat

を推奨している4)､6)o

･ 基本的には日本とほぼ同等のレベルで規制が行われていることになるo

10.検出方法

･ 日本ではマウスを用いた毒性試験が公定法として採用されている1)○
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YTXを対象としたELⅠSAによる簡易測定キットの開発も進められているo

･ 主要毒であるOAについては､酵素 (pp2A)阻害活性による定量法がある1)o

ll.その他

･ 本シー ト作成に当たつての参考文献は以下の通りO

1)貝毒の毒性と化学 大島泰克 遺伝 別冊NO.19､2007

2)海洋動物の毒 塩見一雄､長島裕二共著､成山堂書店

3)貝毒の謎 野口玉雄､村上りつ子 成山堂書店

4)農林水産省､厚生労働省通知

5)ECCommissionDecisionof15March2002,Off.I.Eur.Communities(2002./225/EC)

L75′62-63

6)Burgess,Ⅴ.andShaw,G.EnVironmentⅠnternationa127,275-283,2001

7)SUE,uki,T.Etal.FishSci.71,1370-1378,2005

8)LC/MSによる新奇下痢性貝毒類縁体の発見と簡便な一斉分析法の開発 鈴木敏之 食品工
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データシ- ト (オカダ酸 ･ディノフイシス トキシン群)

オカダ酸 .デイノブイシス トキシン群 No.9

英語名 :okadaicacid,dinophysまstoXins

略号 :OA,DTXs

1.概要 1,2),3)

･ オカダ酸 (oA),デイノフイシス トキシン(DTX)群は同じポリエーテル骨格をもつ類縁

体である○

･ 強い細胞毒性､下痢原性を有し､下痢性貝中毒の原因となるo

･ 日本では主に初夏に出現する渦鞭毛藻 Dl'nOPhysl'Sfortl'1'によって生産されたDTX1に

よりムラサキイガイ､ホタテガイ等が毒化するo

･ 諸外国では他のDl'DOPAysl'S属プランクトンが毒化原因となり､OA,DTx2による毒化が

観測される場合もあるo

二枚貝に蓄積される段階で変化 (アシル化)を受けDTX3になることもある○

2.化学構造 こ1ユ

岱絹L∈-≡H望琵ヨ
東~軌¢F.鵬ノSは モzy貰如一一狩 TX-1) 肖 JC引き.告別3
也+TtOトh+‡ーここ⊂t.菱TL一二 1DTX二) 十 〇 iiT ト

dL軌op37ySは己C-/貰軌-3ミE3T荒淫) 丑こ~が ぶ H:3- 宅≡H3-

出典 :FAO"MarineBiotoXins''2004,p55

･ 下痢性貝毒の原因として DTX1がはじめて確認 されている○この毒は先に海綿から単離 .

構造決定されていた細胞毒性物質オカダ酸の 35メチル体であったoホタテガイ等の毒

化二枚貝からは 7位がアシル化された DTX3も確認されているoヨーロッパ等の下痢性

貝中毒原因生物からは OAやその異性体であるDTx2が検出されることもあるo

3.国内外における被害 (食中毒)事例 1)

･ 国内では食中毒を起こした同時期の二枚貝からDTX1およびDTX3が検出されているoまた､ヨ

-ロツパ､南米でも食中毒に関連した試料からはOA,DTX1,l)Tx2が単独､または混合物として

検出されているo

･ 下痢性貝中毒の発生状況については当該のデータシー ト (No.8)を参照されたいo

4.被害の原因となる生物

･ 食中毒原因となる二枚貝種についてはデータシートN0.8を参照されたいoそのすべてでオカダ

酸 .デイノフイシストキシン群による汚染が確認されるo

5.原因物質の起源

･ 下痢性貝中毒の主原因であるオカダ酸群の起源として､以下に示すDl'DOPhysl'S属渦鞭毛藻が確
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る可能性は低いが､底生の渦鞭毛藻の PTOrOCeDtmmll'maがオカダ酸を生産することが知られ

ている｡

表 下痢性貝毒を産生するプランクトンの例3)

D/'nophys/'S属 D/'nophysisfort/I/I
D.acLm/'nata
D.caudata

D.norvegI'Ca
D.m/'tra

D.tr/'pos
D.rotundata

ProrooentrLIm属 ProrocentrL/a//'ma

6.毒性発現のメカニズム

･下痢性貝毒と総称される物質のうち､実際に下痢を起こすのはオカダ酸とその誘導体のディノ
フイシストキシン類である1)0

･下痢症状は､オカダ酸群による小腸上皮細胞のNa塩の分泌調節に関するタンパク質の過リン酸
化､又は溶質の透過性に関わる細胞骨格､細胞接合部分のリン酸化の克進によるものと推定さ

れている4)･5)0

･オカダ酸群はタンパク質脱リン酸化酵素であるプロテインフォスフアタ-ゼのサブタイプを
PI)2A>PPl>PP2Bの順に強く阻害する｡プロテインキナーゼ Cを介さない発がんプロモータ

ーとして知られている6)0

7.中毒症状 (下痢性貝毒全体)1)

･下痢性貝中毒のデータシー ト (No.8)を参照されたい｡

8.毒性に関するデータ

･ヒトの最少発症畳は約 12MU､ディノフイシス トキシン-1に換算すると約 50〟gと推定

されている 3)0

･代表的な毒のマウスに対する致死毒性は以下の通 りである 7)0

分類 LD50(〟g/kgb.帆) 毒物による症状

オカダ酸 (OA) 200 下痢

デイノフイシス トキシン(DTX1) 160-200 下痢

9.各国における規制情報

･基本的に下痢性貝毒としての規制を受けているので､詳細は下痢性貝中毒のデータシー ト
(No.8)を参照されたい｡

10.検出方法

･他成分と一括して､マウスを用いた毒性試験が公定法として採用されている1)｡
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･ また､この毒群はカルボキシル基を有するので､蛍光化試薬アンスリルジアゾメタン (ADAM)

でラベル化し､HPⅠ.Cによる分析法が報告されているo
･LC/MSによる分析の可能であるo
･ リン酸化酵素 (PP2A)を強く阻害するので､リン酸化ニトロフェノールを基質に酵素反応の阻
害活性を測定することによる定量法もあり1)､キット化もされているo

ll.その他

･ 本シー ト作成に当たつての参考文献は以下の通りo

1)貝毒の毒性と化学 大島泰克 遺伝 別冊NO.19､2007

2)海洋動物の毒 塩見一雄､長島裕二共著､成山堂書店

3)貝毒の謎 野口玉雄､村上りつ子 成山堂書店

4)VanEgmond,H.P.eta1.J.Nat.ToXins2,41-83,1993
5)Halleraeff,G.M.etal.ⅠnManualonHarmfulMarineMicroalgae,p.1-22,ⅠOCManuals
andGuidesNo.33,UNESCO1995

6)生化学事典 東京化学同人
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データシー ト(ペクテノトキシン群､pTXs)

ペクテノトキシン群

英語名 :pectenotoxin
略号 :PTXs
11概要 1)､2)･3)

･ ペクテノ トキシンは､日本のホタテガイ (Patl'BOPeCteLZyeSSOeBSl'S)からディノフイシ
ス トキシン群 と共存する物質として単離され､貝の種名にちなんで命名 された｡

･ 約20種類の類縁体が報告されている｡ペクテノ トキシン2がディノフイシス トキシン群

とともにDl'BOPAysl'S属によって生産され､二枚貝に取 り込まれてから代謝物 として他成
分に変化する｡

･ ペクテノ トキシンはマウス腹腔内投与で強い肝臓毒性を示すが､顕著な下痢原性は認め

られていない｡急性食中毒の症状発現-の関与の程度は不明である｡

2.化学構造

･ 大環状ラクトンを有し､酸化状態の違い､一部エーテル環のまき直しによる異性化が二枚貝の

体内で起こり､複雑な成分系をなすものと推定されている1)0

･ イガイ類には､ラクトン環を開裂させてセコ酸に換える酵素が検出されており､貝の種類によ

り､毒組成の異なる機構が実験的に示されている1)0

Peこte｢=･tCXIT卜l
Peこ:亡｢=･tClXi1-I
PeC:e｢:･t〇XITl-:,

PeLCtモT!:･【〇XIT:-i
F･eCt壬T'O:OXln-･5
;･eCtきnC心 xL｢一丁

丘

LPTXlき Cti;OH
LPTX=ニ L=H】
LPTX3:- L=HO
I.PTXil.I Cl;CIH
i-:PT)こ6三 ccこ■H
i:PTXT:? 亡00H

T

T

.･･
rL･
･･
"L.
｡

出典 :FAO"MarineBiotoxins"2004,p55

r.J

く 圭 二三 二 .h.:㌔./ j

良三

p>T_=｢CtX 仁王secD33dIFrTX=Si.:- R
T11J爪 ミA ご

出典 :FAO"MarineBiotoxins"2004,p55

3.国内外における被害 (食中毒)事例

･ペクテノトキシン群の下痢原性は顕著ではなく､経口的摂取による急性食中毒の症状発現-の関

与の程度は不明である1)0
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4.被害の原因となる生物

･ オカダ酸群 と同様に殆 どの食用二枚貝を毒化 させるが､代謝を受けやすいために二枚貝

によって蓄積 される程度が異なるo

5.原因物質の起源

･ オカダ酸.デイノフイシストキシン群のデータシートで述べたDl'BOPLysl'S属渦鞭毛藻のほとんどが
ペクテノトキシンを生産するo他種による生産が認められた例はないo

6.毒性発現のメカニズム

･データなしo

7,中毒症状

･ペクテノトキシン群の下痢原性は顕著ではなく､急性食中毒の症状発現-の関与の程度は不明で

あるoしかし､マウスに対する腹腔内投与では強い肝臓毒性を示す 1)o

8.毒性に関するデータ

･PTx2の腹腔内投与によるマウスの致死量は 260〃g/kg と報告されている 4)o

9.各国における規制情報 (下痢性貝毒全体)

･ EC基準 2002ではペクテノトキシン群をオカダ酸 .デイノフイシス トキシン群と併せ､

160〃gOAeq/kgの規制値を定めている5)o

･ 日本のマウス試験法では二枚貝中のペクテノトキシン群はオカダ酸群と同様に抽出され､定量
的に検液に入ってくるので､同様に0.05MU/g可食部の規制値の対象となっている 1),6)○近年,

ペクテノトキシンによるヒトの食中毒の発生が確認されないことから､下痢性貝毒からはずし

て規制対象外とすることが国際的に検討されているo

10.検出方法

･ 日本で公定法として採用されているマウスを用いた毒性試験により検出される1)○また､ELⅠSA
による簡易測定キットの開発も進められているo

･ 最近では､他の脂溶性の貝毒と併せ､LC/MSによる分析法が開発されている7),8)o

ll.その他

･ 本シー ト作成に当たつての参考文献は以下の通りo

1)貝毒の毒性と化学 大島泰克 遺伝 別冊NO.19､2007

2)Draisci,R.et.a1,ToXicon34(8),923-935,1996

3)Yasumoto,K.eta1.ⅠnMycotoXinsandPphycotoXinXinPerspectiveattheTurnofthe

Milllennium.ProceedingsoftheXthlnternationalIUPACSymposiumonMycotoxinsand

PhycotoXins,p.465-474,Wageningen,theNetherlands,POnsen&Looyen
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5)ECCommissionDecisionof15Marcb2002,Off.J.Etlr.Communities(2002./225/EC)
L75/62-63

6)農林水産省､厚生労働省通知

7)Suzuki,T.Etal.FishSci.71,1370-1378,2005
8)LC/MSによる新奇下痢性貝毒類縁体の発見と簡便な一斉分析法の開発 鈴木敏之 食品工
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データシート(イェツソトキシン群､YTXs)

イェッソトキシン群

英語名 :yessotoxins
略号 :YTXs
11概要 1)

･ イェッソトキシンは､ホタテガイ (Patl'DOPeCtenyeSSOeDSIs)から単離された､末端

に硫酸エステル 2つを有する梯子状のポリエーテル化合物である｡貝の種名にちなみイ

ェッソトキシンと命名された｡

｡ その後､多くの類縁体とともに世界各地の試料から分離されている0

･ pTOtOCeratl'LImretl'culatLIm,Gonyualaxspl'Dl'feraなどの渦鞭毛藻によって生産され､代謝
物も含め多数の類縁体の存在が知られている｡

･ 下痢性貝毒に含まれていたが､下痢原性はない｡また､マウス腹腔内投与ではオカダ酸

群､ぺクテノ トキシン群に匹敵する致死毒性を示すものの､経口投与では毒性が殆ど検

出されない｡

2.化学構造

末端に硫酸エステル2つを有する梯子状のポリエーテル化合物｡原因渦鞭毛藻､二枚貝から多数

の類縁体が報告されている｡45･ヒドロキシ体､44･カルボキシ体は貝の代謝物とも推定されている｡

R

雪∞H

_∴

r

oy

n

lyesさDtoxjn
_'IhQれ1UPeSS0loIコT1

1･15-hyjTOr)Te盗CtOIL]1
24聯 和卿hcmoyeswto融

1cユ柵 LIGILqn

2carboxyhmoyeSSdQXin

145.46,47鰯no紳 r!

142,43,44羊45,48,47,軸 組詣〇ト41lOXDYTX
242,43744㌢45J拓,47,55j*noT=AlヵxDbomoYTX

9日,H H_H り

出典 :FAO"MarineBiotoxins"2004,p55

3｡国内外における被害 (食中毒)事例 1)

･ イェッソトキシンに下痢原性はなく､経口毒性も低い｡ヨーロッパではイェッソトキシ

ンだけを高濃度で含む二枚貝が検出されているが､食中毒は発生していない｡

4.被害の原因となる生物

･ 起源生物を異にしながら､東北､北海道のホタテガイではディノフイシス トキシン群､

ペクテノトキシン群とともに検出されることが多い｡特にホタテガイには長期に蓄積さ

れることが推定されている｡
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5.原因物質の起源 1)

･東北の貝の毒化は渦鞭毛藻pTOtOCeratl'LLmretlcLZlatLLmが原因であることが明らかにされている○

海外では､この種に加え､GoDyualaxspl'nl'fella,Ll'ngUlodl'nl'LLmPOlyedmmによるイエッソトキ
シンの生産が確認されているo

6.毒性発現のメカニズム

･ ホスホジエステラーゼの活性化を介して細胞内のcAMPレベルを上げるとの報告があるが､毒

性発現との関係は未解明である2)o

7.中毒症状

･ イエッソトキシンによる急性食中毒の症状発現-の関与は証明されておらず､疑問視されて

いる○

81毒性に関するデータ

･マウスにイエッソトキシンを腹腔内投与した時の半数致死量は 100-286〝g/kgbwであ
る 3),4)○

･1.0mg/kgbwをマウスに経口投与しても致死には至らない 3)oただし､体重減少は3日間
で観察される5)o
･10mg/kgbw及び 7mg/kgbwを投与 した時は､顕微鏡下で心筋にわずかな変化 (細胞膨潤)
が見られるのみであるo

9.各国における規制情報 1)

･ 日本の下痢性貝毒検査法においてマウス投与用の検液調製には溶媒分画換作(水洗)が含まれるo

この操作では､イエッソトキシンの大部分が除かれることから､日本ではイエッソトキシンは

測定していないことになるo

･ 欧州では､イエッソトキシン群だけを含む毒化二枚貝が出現すること､下痢原性をもたず､経

口投与毒性も極めて小さいことから､イエッソトキシン群を他の毒と区別して測定することに

なっているo規制値は1000〟g/kgと高い値に設定されているo

10.検出方法

･マウスバイオアッセイのほか､ELⅠSAキットも開発されている○
･共役二重結合をターゲットにした蛍光化試薬を使ったHPLC法も開発され､最近ではLC/MSに
よって分析する方法が多用されている6),7)O

ll.その他

･ 本シー ト作成に当たつての参考文献は以下の通りo

1)貝毒の毒性と化学 大島泰克 遺伝 別冊NO.19､2007
2)A.Alfonso,LA.delaRosa,M.R.Vieytes,T.Yasumoto,LM.Botana,Biochem
Pharmacol.65,193-208,2003
3)Ogino,H.etal.Nat.Toxins,5(6),255-259,1997
4)Auneeta1.2002,ToXicon 40:77-82uneeta1.2002
5)Yasumotoetal.1998NewToxinstoxinsandtheirtoxicologicalevaluationsinHarmful
Algae,ProceedingsoftheVIIIInternationalConferenceonHarmfulAlgaeYasumoto
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6)Suzlユki,T.Eta1.FishSci.71,1370-1378,2005
7)LC/MSによる新奇下痢性貝毒類縁体の発見と簡便な一斉分析法の開発 鈴木敏之 食品工
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データシー ト(記憶喪失性員中毒 :ASP)

記憶喪失性貝中毒 No.12

英語名 :amnesicshe11丘shpoison
略号 :ASP
1.概要 1),2)

･ 1987年にカナダで発生したムラサキイガイによる集団食中毒で､その存在が明らかにさ

れたo

･ 食後数時間以内に､吐気､腹痛､下痢､頭痛､食欲減退が起こし､重度の患者では記

憶喪失､混乱､平衡感覚の喪失､痘撃が見 られるo昏睡により死亡する場合もあるo

記憶障害を伴 うことか ら記憶喪失性貝中毒 と呼ばれることになったo

･ 記憶性貝毒の原因物質は ドゥモイ酸である○

2.原因毒

･ カナダでの中毒原因物質 として ドゥモイ酸が特定されたo構造等についてはデータシ

- ト (No.13)を参照のことo

3.国内外における被害 (食中毒)事例 3),4)

･ ヒトにおけるドゥモイ酸の被害は 1987年 11月から12月にかけて､東海岸のプリンス .エ ド
ワー ド島周辺で発生した養殖ムラサキイガイの食中毒のみであるo当時 3名が死亡し､105人

の急性中毒患者が確認されているo

･ 1991年にはドゥモイ酸に汚染されたカニ (ダンジネスクラブ)により記憶喪失性貝毒様の発症
があり､7名が医師の診察を受けているo

･ アメリカ､アルゼンチン､メキシコではドゥモイ酸生産珪藻の赤潮に伴い､ペリカンなどの海

鳥やオットセイなど水生噂乳類の死亡例が確認され､プランクトンフィーダーであるアンチヨ

ビーを介して ドゥモイ酸が移行したものと推定されているo

･ 日本では食中毒も二枚貝の汚染も報告されていないo

4.被害の原因となるや生物 2)

･ムラサキイガイによる食中毒のほか､.1991年には米国でカニの 1種であるダンジネスク
ラブ (別名 :ホクヨウイケチョウガニ)の中毒事例が明らかになったo

･モニタリングではホタテガイ類､マテガイ類等多種の二枚貝からドゥモイ酸が検出されて

いるoまた､1991年に米国カリフォルニアでペ リカン等が死亡した事例では､アンチヨ

ビーが原因とされているo

5.原因物質の起源

ドゥモイ酸を生産するプランクトンとして多数の珪藻が確認されているo詳細についてはドゥモ

イ酸のデータシー ト (No.13)を参照のことO

6.毒性発現のメカニズム 2),6)

･ ドゥモイ酸は大脳の神経伝達物質L-グルタミン酸のアゴニストして､カイニン酸型受容体に結
合することで障害を発生させるo詳細についてはドゥモイ酸のデータシー ト(No.13)を参照の
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7.中毒症状 2)

･ 食後数時間以内に､吐気､腹痛､下痢､頭痛､食欲減退が起こるo重度の患者では記憶

喪失､混乱､平衡感覚の喪失､痘撃が見られるo昏睡により死亡する場合もあるo

8一毒性に関するデータ (致死量等)

･ 1987年のカナダで起きた集団食中毒におけるドゥモイ酸摂取量は､軽症者で 60-110mg､重傷

者で135-290mgと推定されている7)o

9.各国における規制情報

･ 水産食品中のドゥモイ酸の規制値が多くの国で定められており､基本的に 20mg/kgが採用さ

れているoさらなる詳細はドゥモイ酸のデータシー トNo.13を参照のことo

10.検出方法

･ ドゥモイ酸のデータシートNo.13参照のことO

ll.その他

･ 本シー ト作成に当たつての参考文献は以下の通りo

1)Wright,I.LC.eta1.ManualonHarmfulMarineMicoroalgaeⅠOCManualsandGuides,
No.33UNESCOp.113-133,1995

2)海洋動物の毒 塩見一雄､長島裕二 成山堂書店

3)Hallegraeff,G.班.ManualonHarmfulMarineMicroalgaeⅠOCManualsandGuidesNo.33,
UNESCOp.1-22,1995

4)LefebVre,K.A.Nat.ToXins7(3),85-92,1999

5)貝毒の謎 野口玉雄､村上りつ子 成山堂書店

6)Pens,Y.G.etal.Neuropharmacol.Neurotoxicol.5,981-985,1994

2.43



データシート(ドゥモイ酸､DA)

ドゥモイ酸 No.13

英語名 :domoicacid
略号 :DA
1.概要 1)

･ドゥモイ酸は水溶性のアミノ酸の一種で紅藻ハナヤナギから駆虫薬 として発見されて
いたo

･1987年カナダでムラサキイガイによる集団食中毒の原因となったoその後､多くの国で
ドゥモイ酸に汚染された二枚貝が検出されているが､食中毒はほとんど起きていない○

･ヒトに記憶喪失を伴 う食中毒を起こす ドゥモイ酸は教程の珪藻によって作られるo
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4.被害の原因となる生物 (ASP全体)

･記憶喪失性貝毒のデータシー トを参照o

5.原因物質の起源

･羽状目珪藻 Pseudo-Dl'tZSCh'a属など 10種類を超えるプランクトンがドゥモイ酸生産種あるい
は二枚貝毒化原因種として報告されているO ドゥモイ酸を作る主なプランクトンは以下の通り

である 2)o記憶喪失性貝中毒発生時のプリンスエ ドワー ド島の毒化原因種について種々の分類

学的議論がなされてきたが､現在の分類体系ではPmLTltlserlesとなるoドゥモイ酸が高レベル

で検出されるその他の種はP austzlali'S,P serlataであるoまた､NI'tZSCh'aDaVT'S一昭Z:Lu87'CB

やAmpLomcoBTeaeloTml'Sなどの底生性珪藻からも検出されるoPRZUlt1'Sen'eSなどは､わが国
の沿岸でも一般的な種であるが､毒生産能が低いことや､発生量が少ないため､二枚貝の毒化

が問題になったことはないo

属名 学名

珪藻 シェードニッチヤ jbeudo｢〃1tzscJh'amultl'Serl'eS

P.pseudodell'Catl'SSl'ma
P.dell'Catl'SSl'ma

P.australl'S

P.serl'ata

ニッチヤ Nl'tZSCh'aactydTOPJh'1a

6.毒性発現のメカニズム

･ドゥモイ酸の分子構造はL-グルタミン酸に類似しているoグルタミン酸は中枢神経の興奮性神
経伝達物質として作用するが､構造の似たドゥモイ酸はグルタミン酸と括抗してカイニン酸型

と呼ばれる受容体に結合する○受容体に対する親和性はドゥモイ酸のほうが数十倍強いとされ

ているo特に問題もなく駆虫薬として使われていたのは､通常の濃度では脳血管関門を通過し

ないためと推定される○異常な血中濃度になり､脳血管関門の機能低下した高齢者などの場合､

神経細胞に進入し障害を起すものと推定されるo被害者の病理検査で特に海馬に障害がみられ

たことから､これら記憶にかかわる部位が標的となり､記憶障害をきたすものと考えられてい

る3)､4)O

7.中毒症状 (ASP全体)3)

･ 食後数時間以内に､吐気､腹痛､下痢､頭痛､食欲減退が起こるo重度の患者では記憶

喪失､混乱､平衡感覚の喪失､痩撃が見られる.昏睡により死亡する場合もあるO

8.毒性に関するデ-タ (致死量等)

･1987年のカナダで起きた集団食中毒では､軽症者ではドゥモイ酸量は 60-110mg､重傷者では
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9.各国における規制情報

･ヨーロッパ､北米､オセアニアで規制値が定められている｡基本的に ドゥモイ酸に限って

規制され､その値は 20mg戊gである｡規制食品は以下のように地域によって異なった表現が
用いられている｡

ヨーロッパ :軟体動物可食部 6)

カナダ :イガイ 7)

米国 :二枚貝 (調理蟹の内臓と肝鰐は30mgDA戊g)7)
ニュージーランド:貝類の肉 8)

10.検出方法

･ 多くの国で公定法として採用している方法は,ドゥモイ酸の分子内二重結合を紫外部検出計で

検出するHPLC法である｡
･LC･MS法やELISA法による分析例も報告されているO

ll.その他

･ 本シート作成に当たっての参考文献は以下の通り｡

1)wright,J.L.C.etal.ManualonHarmfulMarineMicoroalgaeIOCManualsandGuides,
No.33UNESCOp.LIB-133,199

2)貝毒の謎 野口玉雄､村上りつ子 成山堂書店

3)海洋動物の毒 塩見一雄､長島裕二 成山堂書店

4)peng,Y.G.etal.Neuropharmacol.Neurotoxico1.5,981-985,1994

5)ToddE.C.D ∫.FoodProtection56(1),69-83,1993

6)ECOff.∫.Eur.Communities(2002/226/EC)L75/65-66,2002

7)shumway,S.E.etal.ManualonHarmfulMarineMicroalgaeIOCManualsandGuidesNo.33,
UNESCOp.433-461,1995

8)sin,I.aWilson,N. NewZealandPublicHealthReport4(2),9-16,1997
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データシー ト(神経性貝中毒 :NSP)

神経性貝中毒 No.14

英語名 :neurotoXicshellfishpoisoning
略号 :NSP

1.概要

･ 神経性貝中毒は､メキシコ湾を中心 としたアメ リカ南部で赤潮 を形成す る渦鞭毛藻

Kaz.eBl'abrevl'Sによって生産 された毒 (プレべ トキシン)が二枚貝に蓄積 され､これ
を摂食 した場合に発生する食中毒であるO神経症状を主 とすることからこの名がつけ

られているo

この中毒はアメリカに限られていたが､1992年ニュージーラン ドで 280名を超える

集団食中毒が発生 し､原因食品の二枚貝類か らプレべ トキシンの同族体が検出されて

いるo

･ 神経性貝毒 とも総称 されるプレべ トキシンは､分子内に多数のエーテルを持つポリエ

-テル化合物で､これまでに 10成分以上の類縁化合物が発見されている 1)○

･ 関連毒は研究者 によって別々に命名 されたため､同 じ化合物でもプ レベ トキシン

(BTX)､GB トキシン､PbTXなど異なる名称で記述 されることがあり､混同Lや

すいので注意を要するo

2.化学構造

プレべ トキシンの化学構造はデータシー トNo.15を参照のこと○

3.国内外における被害 (食中毒)事例 1)

･ 1962年,米国フロリダ州沖で赤潮に汚染されたカキにより神経症状を主とする食中毒が発生し

ているo麻療性貝中毒に次いで古くから知られている貝中毒であるoその後､メキシコ湾沿岸

から､米国南東海域にかけて､KareDl'abTeVlsの赤潮に伴って散発的に発生しているO
･ 1992年の 12月から1993年の 1月にかけて､ニュージーランド北島の北東岸を中心に種々の
二枚貝を原因に280名を超える中毒患者が発生したo当時､赤潮等の報告はなかつたが､中毒

症状がアメリカの神経性貝中毒に似ていることから当該中毒が疑われたo後に同海域で採取さ

れた二枚貝からプレベ トキシンの同族体が確認されるにいたり､確定されたo

･ 日本をはじめ上記以外の海域で､プレベ トキシンによる二枚貝の汚染や食中毒は報告されてい

ないo

･ 食中毒ではないが､エアロゾルによるヒトの呼吸器傷害や魚介類 .海棲晴乳類の大量舞死など

の被害が赤潮に伴って報告されているo詳細はプレべ トキシン群のデータシー ト参照○

4.原因物質の起源

･ 無殻渦鞭毛藻Kazlem'abrev7'Sが毒素を産生する2)
･ 1992/93年のニュージーランドにおける食中毒の発生原因として､Karenl'a属複数種が疑われ
ているが､これまでプレベ トキシンの生産が確認されたものはなく､未だ不明であるo

5.毒性発現のメカニズム
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68中毒症状 1)

･ 初期症状は食後 1時間で発現する○主症状は四肢,顔面の疲れ,掻よう感,知覚異常,冷温感

覚の逆転など感覚系神経症状,倦怠感,頭痛,筋肉痛などの全身性中枢神経症状であるoまた,

吐き気,腹痛,下痢,噛吐などの消化器系症状を伴うこともあるo冷温感覚の逆転などの症吹

はシガテラ魚中毒と類似するが,シガテラ魚中毒が回復に長期間要するのに対して,通常1-2

日で回復するoヒトの死亡事例はないo

7.毒性に関するデ-タ (致死量等)

プレべ トキシンのデータシー ト参照

84各国における規制情報

･ 米国では脂溶性画分のマウス腹腔内投与による試験が行われており､PbTX-2で 80〟g

/100g相当以上の毒性を示すものが規制される0 3)

･ ニュージーランドの規制も脂溶性抽出物の毒性試験によって行われ､20MU/100g可食

部を規制値としている 4)○ただし､ニュージーランドでは下痢性貝毒も発生しており､

マウス致死毒性では区別がつかないことから､ELⅠSAによる確認試験を実施している○

9,検出方法

･ イタリア､米国､ニュージーランドがマウスバイオアッセイで検出していることが報告されて

いるoまた,LC/MSによる検出例も報告されているo

10.その他

･ 本シー ト作成に当たつての参考文献は以下の通り○

1)海洋動物の毒 塩見一雄､長島裕二 成山堂書店

2)ViVani,氏. S°i.TotalEnViron.Supp1.63卜662,1992

3)USFDAFishandFisheryProductsHazardsandControlsGuide

4)Trusewich,B.etal.HarmfulandToxicAlgalBlooms,ProceedingsoftheVII

InternationalConferenceonToxicPhytoplankton,Julyl995,Sendai,Japan,p.27-30,
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データシート(プレべトキシン群､BTXs)

プレベ トキシン群

英語名 :brevetoxins
略号 :BTXs

1.概要 1)･2)･3)

･ 脂溶性の神経毒で､貝毒として人に神経性の中毒を起こすだけでなく､強い魚毒性を持つこと

でも有名である｡

･ プレベ トキシン群の生産生物として､渦鞭毛藻のKareDL'BbTen'S伽 no血 1'umbreve)のみ
が確認されている｡

･ プレベ トキシンは分子内に多数のエーテル結合を持つポリエーテル化合物で､環10個からなる
ものをAタイプ､11個からなるものをBタイプとしており､これまでに10成分以上の類縁化合物
が発見されている｡

･ 神経性貝中毒に関連した二枚貝からは､種類によって構造の異なる上記プレべ トキシンBの代謝
物が主要毒として発見されており､実際の食中毒原因は代謝型のプレベ トキシンによって発生

していると推定されている｡

･ 毒性はシガトキシンと同様に神経･筋細胞のナトリウムチャンネルの活性化によって発現する｡

2.化学構造

･ プレべ トキシンは分子内に多数のエーテル結合を持つポリエーテル化合物で､ポリエーテル環

10個からなるものをAタイプ (代表的なpbTx-1をプレべ トキシンAと記載される場合がある)､

11個からなるものをBタイプ (同様にPbTx-2をプレべ トキシンBと記載される場合がある)とし

ており､これまでに10成分以上の類縁化合物が発見されている｡

･ ニュージーランドの二枚貝からはB骨格にアミノ酸等が結合したB2,B3,84などの成分が単離さ

れている｡

BrevetoxinAbackbone

Nominal
R= EVlass

PbTx-1CH2C(CH2)C HO 866

PbTx-7CH2C(CH2)CH20H 868

PbTx-10C H2CH(CH3)CH20H 870

R=

PbTx-2 CH2C(CH2)CHO
PbTx-3 CH2C(CH2)CH20H
PbTx･8 CH2COCH2CI
PbTx-9 CH2CH(CH3)CH20H
PbTx-5 K-ringacetateofPbTx-2
PbTx-6 H-ringepoxideofPbTx-2

Nominal
附ass

糾
96
16
98
36
1

3.国内外における被害(食中毒等)事例1)

･ 食中毒については神経性貝中毒のデータシートNo.14参照O
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･ 食中毒ではないが､フロリダ沿岸などでKbmvT'Sの赤潮が発生し､海風が強い気象条件が重な
ると沿岸の住民が咽喉､鼻､目などのかゆみ､痛みを訴えることがあるo毒が飛沫に含まれエ

アロゾルとして運ばれ,呼吸器傷害などの健康被害を起していると考えられているo

･K.brevl'Sの赤潮は毒性が強いことで知られ､魚介類の大量繁死を引き起こすOそれだけでなく､
海棲晴乳類にも影響を与え､1996年の赤潮の際には希少生物として保護されているマナティ-

149頭が死亡する事件が報告されているo

4.被害の原因となる生物

ニュージーランドで発生した食中毒に関連してプレべ トキシンが検出された生物はマルスダレガ

イ科ヌノメオオハナガイAustTOVeBUSStUtCLbury(プレべ トキシンB14))､ミドリイガイ Pema
caDall'culus(主成分プ レベ トキシン B4､副成分プレベ トキシン B2,B35) )､マガキ

CrassostTeag7'gaS(PbTX36) ) であるOアメリカではカキによる食中毒のほか､巻貝のサ
カマキボラ (BusycoDCODtTarlum)も食中毒の原因となるO

5.原因物質の起源

･ 北米では無殻渦鞭毛藻Kazlenl'abzletq'Sがプレべ トキシンを産生する7).本種の分類学的位置づ

けは変遷しており､かつてはGymno血 1'UmbTeVe,PtycAodl'SCUSbTeTq'Sと異なる属名で呼ばれ
ていたo

･ 1992/93年のニュージーランドにおける食中毒の発生原因として､Karem'a属複数種が疑われ

ているが 10)､これまでプレべ トキシンの生産が確認されたものはなく､未だ不明であるO

･ かつて日本の代表的な赤潮藻 CnattoBeHaaDt1'gUaやHeteroslgmaakasAl'WOがプレベ トキシ
ンを生産するとの報告がなされたが､化学的根拠が十分でなく他の研究者によっても検出され

ていない○

6,毒性発現のメカニズム

･ 神経や筋肉の興奮性膜に存在するナトリウムチャンネル上の受容体 (サイト5)に特異的に結合

し､ナトリウムイオンが細胞内に流入するのを増大させ､活性化持続を昂進する働きがある1)o

7.中毒症状

･神経性貝毒のデータシー ト (No.14)を参照o

8b毒性に関するデータ (致死量等)1)

･ プレべ トキシン B と PbTX3のマウスに対する半数致死量 (腹腔内投与)はそれぞれ

190〝g/kg,170〃g/kgと報告されているo

･ 魚毒性ではプレベ トキシンBのカダヤシに対する半数致死濃度は6.7×10~lOmo1/1,PbTX3

は 1.4×10~9m01/1であるo

9.各国における規制情報

･ 神経性貝中毒のデ｣タシー ト参照o基本的はマウス毒性試験の結果で規制されているo

LC/MSの発達で毒の個別分析も可能となってきているが､二枚貝中の代謝型の組成が複
線で多くの同族体の毒性評価も十分にされていないことから化学分析を根拠 とした規
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10. 検出方法

･ イタリア､米国､ニュージーランドがマウスバイオアッセイで検出していることが報告されて

いるoポリクローナル抗体を使ったELⅠSA法も報告されているoまた,LC/MSによる検出例
も報告されている○

ll.その他

･ 本シー ト作成に当たつての参考文献は以下の通り○

1)海洋動物の毒 塩見一雄､長島裕二 成山堂書店

2)BadenD.G.eta1. ToXicon26(1),97-103,1988
3)VanderVyVer,Ⅰeta1. UnivesityoftheWesternCape(htt｡://botany.uwc.ac.za)2000
4)Ⅰshida,H.eta1.TetrahedronLett.36(5),725-728,1995
5)Morohashi,A.eta1.TetrahedronLett.36(49),8995-8998,1995
6)Ishida,H.etal.Toxicon34(9),1050-1053,1996

7)Viva.ni,R. Sci.TotalEnviron.Supp1.631-662,1992
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データシート(アザスピロ酸中毒:アザスピロ酸､AZA)

アザスピロ酸中毒 (アザスピロ酸)

英語名 :Azaspiracid
略号 :AZA

1.概要

･ 1995年以降､アイルランドから輸入されたムラサキイガイにより､オランダ､フランスで下痢

症を伴う集団食中毒が発生した｡下痢性貝中毒と症状は似ているもののオカダ酸群が検出され

ないことから研究が進められ､新しい貝毒､アザスピロ酸が発見された｡

･ 症状では区別できない下痢性貝中毒と区別されため､原因毒名を冠して､アザスピロ酸中毒と

呼ばれることとなった｡

｡ 原因となるアザスピロ酸は､ポリエーテル化合物であるl),2)｡
･ アザスピロ酸 (AZA)以外にも､AZA2からAZA5の4つの同族体が単離されている3)･4)0

｡ その後､英国,スペイン,フランス,ノルウェーなど欧州諸国で二枚貝の毒化が確認されてい

るが､今のところヨーロッパに限られている｡

1.化学構造

二枚貝の主要毒はアザスピロ酸 (azaspiracid:AZA),AZA2,AZA3であるが,通常,
AZAの相対含量が高い｡AZAの化学構造は Nicolaouらによる全合成により一部修正 され

ている｡

aaspiracid(AZA)
aaSPiracidl2(AZA2)
aaSPiracid-3(AZA3)
aa SPiracid｣(AZA4)
azaspiraCid-5(A乙15)

長

日
警

H
H
H

cd

H

H

]=
m
L =H

R.;.
H

H

H
‥∩
α

{.

r,1,
r'･,

77j

DZI''
5
.訓

H
.I)=
〓

出典 :FAO"MarineBiotoxins"2004,p174

3.国内外における被害 (食中毒)事例 5)

･ 1995年にオランダでアイルランド北西岸産の養殖ムラサキイガイを原因とする食中毒が発生

し,少なくとも 8名の患者が確認された｡集団食中毒は､下痢性貝中毒に症状がよく似ている

ものの､輸出前に検査をパスしており､中毒を説明できるオカダ酸群畳も検出されなかった｡

その後､フランスでも同様の中毒が発生し､アイルランドでも数件の症例が報告されている
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･ その後､LC/MSを使った分析法が急速に発達し､これを使って､イギリス,スペイン,フラン

ス,ノルウェーなど欧州諸国で二枚貝の毒化が確認されているが､今のところヨーロッパに限

られている

4.被害の原因となる生物

ムラサキイガイ及びカキ 6)

ムラサキガイでは他の貝毒 と異なり中腸腺だけでなく肉都全体に毒が分布 していること

が特徴であるo

5.原因物質の起源

･ 毒化プランクトンは同定されていないが､PTOtOCratLLmCmSSl'PeSが産生している可能性が示唆
されている 7)○

6.毒性発現のメカニズム

･ アザスピロ酸の毒性発現メカニズムはまだ解明されていないo

7.中毒症状

･ 下痢を主徴とする消化器症状であり､下痢性貝中毒に似た症状を起こす 1),2)o

･ マウスに経口投与すると､毒は小腸の繊毛部分の上皮細胞の壊死等を引き起こし､下痢をほじ

め消化器系の障害を引き起こすことを裏付けた 8)o

8,毒性に関するデータ (致死量等)

･ マウス腹腔内投与による最小致死量 200〝g/kg､経口投与では 500〟g/kgである 2)o

･ アザスピロ酸-2と-3はやや強く､それぞれ最小致死量 (マウス.腹腔内投与)は 1io〟g.

kg及び 140〟g/kgである 3)o

･ 中毒発生のいきさつからわかる通 り､下痢性貝毒に適用されているマウス毒性試験では

食中毒は防げないo

9.各国における規制情報 9)

･EC基準 2002にアザスピロ酸中毒も含まれている○
･ 規制対象は軟体動物､株皮動物､被嚢額､海洋性腹足類で､規制値は 160〃gAZAeq/kg

であるo

10. 検出方法

･ マウス毒性試験でも検出可能である10)o必ず可食部全体を使うことが指示されているO

･ データ補完目的や代替手法としてLC-MSが実施されているoこの手法を用いることで､他脂溶

性の貝毒を個別に検出することができるoマウス毒性試験とデータが異なった場合は､マウス

バイオアッセイのデータが優先される10)o

ll. その他

･ 本シー ト作成に当たつての参考文献は以下の通りo

1)Satake,M.eta1.ⅠnReguera,B.etaleds.HarmfulAlgae,ProceedingsoftheVⅠⅠⅠ
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InternationalConferenceonHarmfulAlgae,p.468-469,XuantadeGaliciaandIOCof

UNESCO,1998

2)satake,班.etal.J.Am.Soc120,9967-9968,1998

3)ofuji,氏.etal.Nat.Toxins7(3),99-102,1999

4)ofuji,K.etal.Bまosci.Biotechnol.Biochem.65,740-742,2001

5)McMahon,T.etal.HarmfulAlgaeNews,17,12-16,1998

6)James,K｡J.etal.Abstractforthe9thInternationalConferenceonAlgalBlooms,
2000,Tasmania,Australia

7)peperzak,L｡etal･,RapportRIKZ/OS/2002･045･Jaar_rapportMonisne12001,Dated3
September,2002

8)Ito,E.etal｡Toxicon38,917-930,2000

9)ECOff.I.Eur.Communities2002/225/ECL75/62-63

10)MarineBiotoxins,FAO,2004
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3.まとめ

3. 1 魚介類の自然毒による被害と対応状況

今回の調査では､文献調査により､主要な魚介類の自然毒を対象に､国内外

における被害状況と規制 ･モニタリングの状況などを調査するとともに､各自

然毒の毒性､検出方法等の基礎データを整理したO具体的な自然毒としては､

テ トロドトキシン､シガテラ毒､パリトキシン､麻療性貝毒､下痢性貝毒､記

憶喪失性貝毒､神経性貝毒等を対象とした｡

その結果､ヨーロッパ､北米､中南米､アジアの各海域において､シガテラ､

貝毒による被害事例が生じていることを確認 し､その概要を整理した｡1980年

代以降､貝毒による食中毒の報告は世界各地に広がっている､この原因の1つ

には研究自体の進展があるとしても､人為活動によるプランクトンの拡散等が

寄与している可能性もあり､今後も貝毒の発生状況の推移を常にフォローして

おくことが重要である｡

わが国では､現在の監視体制により､これらの自然毒による甚大な被害は生

じていない｡今後も引き続き監視を続けるとともに､今後の輸入魚の多様化､

世界的な水産物の貿易拡大にともなって､これらの自然毒によって毒化した魚

介類が輸入されるケースが予想されることから､このような状況変化に対する

対策を講じておくことが必要である｡

世界的な魚介類の自然毒の被害に対応 して､魚類及び水産物に関する CODEX

委員会では､主要な貝毒について､食品中の毒の許容量についての指針や､分

析方法､モニタリングについての指針を作成することとした｡現在､これを踏

まえて､暫定専門家会議が開催されており､今後､食品中の許容量や分析方法

等について国際的に統一された考え方が採用されることになるo

3.2 今後の取り組みのあり方

(1)監視､規制体制のさらなる整備

前節で述べた状況を踏まえると､将来は各毒群のリスク評価を踏まえた個別規

制の方向に進むことが予想されるため､今後､監視 ･規制面では以下のような取

り組みが必要になると考えられる｡

検出 ･測定方法の改良

･標準品の確保

･機器分析の導入 (蛍光HPLC､LC/MS)
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･簡便迅速な測定法の導入 (LC/MSによる一斉分析､簡易測定キット利

用)

動物実験の代替 (マウスユニットから酵素活性の阻害や ELISA等を用いた

より生化学的な測定法-)

各毒群のリスク評価

(2)普及啓発とリスクコミュニケーション

○国内におけるコミュニケーション

上記のような対策とあわせて､漁業関係者､流通業者､消費者など関連するス

テークホルダーを巻き込んで､魚介類の自然毒に関する普及啓発とリスクコミュ

ニケーションを進めることが重要である｡こうした取り組みは､通常のフー ド･

チェーンにおける安全性の向上だけでなく､レクリエーションによる魚介類の採

取による被害防止に対しても有効である｡

○海外とのコミュニケーション

海産物輸入国として､アジアをはじめ世界各地から魚介類を輸入している日本

としては､輸入国における魚介類の自然毒の発生状況に留意するとともに､当該

国との安全性情報の共有を進めることが重要である｡

また､国際的に魚介類の取引が拡大していることから､フグ毒については､こ

れまでのわが国における長い食経験と研究の蓄積を活かして､海外に積極的に情

報発信 していくことが必要と考えられるO
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参考資料

･主要なシガテラ魚の一覧



表 シガテラ毒等による食中毒の原因となる魚類の例

和名 地方名 分布 毒性 コメント

ドクウツボ 琉球諸島､インド.太平洋 猛毒○筋肉より内臓の毒性が高い 実験的にシガトキシンが認められている○毒性が強く､体も大きいので､集団中毒を起こすことが多いo

ハナビラウツボr別名.シロモンドクウツボ] 奄美諸島以南､インド.太平洋 猛毒 中毒により死亡することもある.
ナミウツボ 高知以南Lインド.太平洋 強毒
ゴマウツボ アブラメ(ト力ラ列島) 琉球諸島､インド.太平洋 有毒

オニカマス〔別名.ドゥカマス1 チチルカマサー､ジキラン力マサー(沖縄). 南日本､熱帯域 猛毒 毒性の個体差が大きく､大型魚ほど毒性が高い○葵験的にシガトキシンが認められている○
オオメカマス アカバニーカマサ-､ア力ガマサ-(沖縄)a 琉球諸島.インド.西太平洋 弱毒 この魚による中毒はオ二カマスより頻度が低いo

オオアオノメアラ｢別名:オオアオノメハタ】 ア力ジン､ゲルバニーア力ジン､ヤーラアカジン(沖縄)o 琉球諸島､インド.太平洋 弱毒

バラハタ｢別名 :スジバラハタ1 ナ力ジューミ-バイ(沖縄)､ブナガニ-パル(八重山)､スワスン(名淑)o 南日本､インド.太平洋 強毒 1986年､宮城県気仙矧 こ水揚げされたものでの中毒例がある○

マダラハタ｢別名:イワハタ1 ユダヤ-ミ-バイ(沖縄)､イシミーバイ(名港)○ 南日本､インド.太平洋 強毒

ア力マダラハタ ユダヤミ-Jtィ､アカア-う､アカバニー(沖縄)A 琉球諸島､インド.太平洋 弱毒 シガトキシンが実験的に認められている○

アオノメハタ[別名:オハグロハタ1 ヤワラ-ミ-バイ(沖縄)､イサゴヤワラ(八重山) 南日本､インド.太平洋 弱毒ノ 現地での中毒例は多いが､軽症のことが多い○
アマダレドクハタ 西部太平洋 猛毒 ヤルート島では､この魚を食べると死ぬという言い伝えがあるので､食用にはしないo
∃コシマクロダイ ダルマ-(沖縄)○ 伊豆半島以南､インド.酉太平洋 猛毒 毒性が極めて強く､動物実験でネコはー4kgの肉を食べて死亡したといわれる○現地では食

[別名:ドクダイ] 用をさけているO
キツネフエフキ オモナガ-､ヤキ-(沖縄)a 鹿児島以南､インド.酉太平洋 有毒 本種は弱毒であるが､その-型では猛毒､または強毒で､死亡事故もあるといわれるn
ムネア力クチビ クチナジ､チムグチャー(沖縄)h 琉球諸島以南､インド.酉太平洋 強毒 東京の市場にもまれに入荷するo

アオチビキ｢別名:アオナ1 アオマチ､オーマチ､マルダイ(沖縄)○ 南日本､インド.中部太平洋 弱毒 サイパンのある特定の海域では必ず中毒するといわれているo
バラフエダイ ア力ドクタルミ(成魚)､フタツポシドクギヨ(若 南日本､インド.中部太平洋 弱毒 太平洋域で最も中毒例の多い魚種である○琉球諸島でも多発している○南方海域より持ち

負)､バラタルミ､アカナ-､ハ-ナシユビ(沖 込まれた個体により､東京でも中毒例が知られているC実験的にシガトキシンが認められて

縄)○ いる○毒性は肝臓が最も高く､その他の内臓､精巣､筋肉の順に低くなる○個体差が大きく､また大型魚ほど毒性が高い∩

ヒメフエダイ[別名:フエドゥタルミ] 本州以南､インド.西太平洋 強毒 サイパン､マーシャル地方では毒性が強いといわれている○
カスミアジ アカバニーガーラ､アカバー(沖縄)○ 南日本､インド.太平洋 強毒(大)､弱毒(小) サイパン地方でのシガテラ中毒で最も重要な魚種の一つである○特に大型魚の頭部の肉を

[別名:ドクヒラアジ] 煮て食べたとき中毒が多いといわれる.体長30-40cm以下のものは無毒と考えられる○動物試験により.肉.肝臓､血液に毒性が認められているo

キンガメアジ ア力ミ-クチミチャ-､クチミチャー(沖縄)､シ 南日本､インド.太平洋域､東部太平洋 強毒(大)､弱毒(小) caranx(ギンガメアジ)属魚類は近年シマアジ(パケシマアジ)と称して大型魚が海外から入
マアジ(東京)O 荷することが多い○本属の少数のものは有毒であるCギンガメアジはマーシャル緒島では､

体長30cm以下は無毒､これより大きいものは有毒といわれているo

ヒラマサ ソージ(名瀬)､ヒラソ(山口､島根)､ヒラ(京 東北地方以南､全世界の温.亜熱帯海域 有毒 実験的にシガトキシンが認められている○1967年千束県勝浦沖で漁捜された19.5kgの大型
都､鳥取他)a 魚での中毒例があるo大型魚には注意が必要であるO

カンパチ ウキムル､アカバニーソージ(沖縄)､アカハナ(高知､和歌山)､アカバナ(関西､九州､高知)､アカバネ(高松)､ア力バラ(鹿児島)､チギリキ(串本)､アカイオ(富山)､二リ(宮崎)､ハ′く､サ力ハリ(熊野浦)A 南日本､東部太平洋を除く全世界の温.熱帯海域 有毒 南太平洋ではかなり頻繁に中毒例がある○
ツユベラ 相模湾以南､インド.太平洋 強毒 ベラ類では最も強い毒性を示す○

ニジハギ[別名:ニシキハギ] ジンクスク､シーメクスク(沖縄)○ 南日本､インド.西太平洋 有毒 南西諸島のシガテラ魚の一種○

サザナミハギ アカミートカジャー､オオギヤチャ(沖縄)○ 南日本､インド.太平洋 弱毒 タヒチ島における代表的なシガテラ毒魚である○英験的にマイトトキシンが認められている○筋肉より内臓の方が毒性が高い○

アカモンガラ｢別名:ア力ハモンガラ1 ヤ千ヤ(沖縄)○ 相模湾以南､インド.西太平洋の熱帯海域 強毒 動物薬験の結果では強毒と考えられる○

ソウシハギ[別名:ホシナミハギ】 センスルー､センスナ-(沖縄)､オキメンポウ(下関) 相模以南､全世界の熱帯海域 猛毒(消化管､肝臓) 肉は無毒であるが､消化管と肝臓には猛毒があるo

ナンヨウブダイ[別名:アオJけ ダイ】 オーバチャー､ゲンノウイラブチャー(沖縄)○小笠原,琉球諸島以南､インド.中部太平洋(ハワイ諸島を除く) 有毒 実験的にシガトキシンが認められている○

アオブダイ アオ(和歌山､境)､バンド(境､高知)､アオイ東京からフィリピン 猛毒 わが国のある地域では､この魚種の内脇とくに肝脇が猛毒で､時に死を伴う中毒をおこして

ガミ(辰ケ浜､須崎)､イガミノオバ(辰ケ浜)､モハミ_ハッチイ(鹿児島).ハースマイラブ いる.最近､原因物質はパリトキシンと同定されたo


